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５月号曲千

今月の表紙

４月８日に更埴子育て支援センターで、杭瀬下神楽
保存会の皆さんが、子どもの健やかな成長を願い、
獅子舞を披露しました。獅子舞になじみがない子ど
もたちは、怖がりながらも興味津々の様子でした。

「長野地域連携中枢都市圏」の取組が地域

を元気に！

第二次国土利用計画（千曲市計画）を策定

特定健診の受診を

今月の主な紙面

 ……２～３
 
 ……４～７  
 ……８～９



昨年の９月に東京都から千曲市に移住してきました。
移住の決め手は、戸倉上山田温泉とコンパクトなまち
で生活がしやすかった点です。４月15日に東京で行な
われた移住相談会に、移住経験者として参加してきま

移住・定住希望者のさまざまなニーズやライフスタ
イルに合わせた効果的な提案が可能となり、長野地
域市町村への移住促進を図ります。

移住・定住促進事業
住民の

利便性向上
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「長野地域連携中枢都市圏」の

昨年の10月に霞が関ビルディング（東京）で、長野
地域の事業所と一緒に、サラリーマンや OL の皆さん
へ信州そばやおやき、信州千曲ブランド認定商品など
の郷土料理を提供し、長野地域の魅力を PRしてきま
した。この事業の魅力は、ひとつの会場で長野地域の郷

　長野地域９市町村では、平成27（2015）年度から長野地域連携中
枢都市圏を形成し、地域活性化や人口減少対策に向けて、経済活性化、
研究開発などの環境整備、住民の利便性向上などに協力して取り組ん
でいます。

■問い合わせ先　更埴庁舎・総合政策課（内線5315）

2
政木 紳一

連携中枢都市圏とは？

3
片桐 千恵

長野地域内の地域資源をエリア全体で PR す
ることで、信州ブランドとしての価値を高め、
販路拡大を図ります。

合同プロモーション事業
経済活性化

長野市が運営している就職情報サイト「おしごとながの」
に関係市町村を加えて広域化するなど、地域への就職支
援強化を図ります。

就職情報サイト「おしごとながの」
活用事業

小布施町

栄泉堂（稲荷山）

土食や特産品を味わ
えることです。千曲市
を知らない人に、長野
地域の郷土食や特産
品と一緒に千曲市のこ
とも知ってもらうこと
ができました。 ▲霞が関ビルディングで販売した信州千曲

　ブランド認定商品

東京都から移住

取組が地域を元気に！

人口減少、少子・高齢社会にあっても、住民の皆さんが安心して
快適な暮らしを営んでいけるよう、長野市（中枢都市）と、近隣の
市町村が個別に協約を結び、連携した取組を行なう活気ある圏
域の実現を目指すための政策です。

長野市

信濃町

小川村

千曲市
坂城町

須坂市

高山村

飯綱町

長野地域９市町村 （3市4町2村）

　元気な森は、一本一本の木々が土壌に力強く根を張ってつくられます。長野地域は社会的・
経済的な結びつきが強く、従来から顔の見える生活圏域の森を形づくっています。将来にわた

って長野地域の森全体が元気であり続けられるよう、一本一本の木々となる市町村が、連携中枢都市圏における
３つの役割により、力強い根を張りめぐらせて互いに連携し、活気に満ちた持続可能な地域社会の実現を目指し
ます。なお、このための具体的な目標として、2040年の長野地域の人口を476,000人（平成27年国勢調査時
543,524人）としています。

目指す姿

千曲市坂城町小川村 長野市須坂市高山村 小布施町 飯綱町 信濃町

仕事は、レディス商品の商談などを行なっています。自
分が商談した商品が店頭に並ぶことがうれしく、やりが
いに感じています。この仕事に出会えたきっかけのひと
つが、就職情報サイト「おしごとながの」です。インター
ネットには就職情報サイトが多数ありますが、「おしごと1

宮入 啓一

フレックスジャパン株式会社

レディス事業部

～2040年の目標人口 476,000人～

●経済活性化

○企業誘致
○農産物の販路拡大
○広域観光
○地元就職の促進

など

１ ●研究開発などの環境整備

○産業・農業分野などの専
　門人材の育成

など

2 ●住民の利便性向上

○休日・夜間の救急患者受
　け入れ体制の充実・強化

など

3

○図書館資料の貸出し広域化

した。千曲市ってどこな
の？ と思っている人もま
だまだ多いので、千曲市単
独で開催するより、知名度
が高い長野市を中心にプ
ロモーションする方が、千
曲市の魅力を効果的に伝
えられると感じました。

ながの」は長野市が運
営しており、安心感が
あります。長野地域で
働きたい人と企業をつ
なぐ良いツールです。 ▲おしごとながのホームページ

経済活性化

（http://oshigoto.nagano.jp/)

（中枢都市）

鋳物師屋在住

上徳間在住

さん

さん

さん
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第
二
次
国
土
利
用
計
画

前
月
号
で
は
、
千
曲
市
の
区
域
に

お
け
る
国
土（
市
土
）の
利
用
に
関

し
て
、
行
政
上
の
指
針
と
な
る
第
二

次
国
土
利
用
計
画（
千
曲
市
計
画
）

の
、
基
本
構
想
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。今

月
号
で
は
、
市
土
の
利
用
区
分

ご
と
の
規
模
の
目
標
と
地
域
別
の
概

要
を
説
明
し
ま
す
。

第二次国土利用計画（千曲市計画）

（
千
曲
市
計
画
）
を
策
定

利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標

左
表
は
、
利
用
区
分
ご
と
の
規
模

の
目
標
値
を
表
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の「
す
う
勢（
現
在
ま

で
に
ど
の
く
ら
い
の
増
減
が
続
い
て

い
た
か
を
基
に
推
測
す
る
も
の
）」

に
加
え
て
、
第
二
次
千
曲
市
総
合
計

画
に
基
づ
く
政
策
的
な
土
地
利
用
転

換
を
加
味
し
て
定
め
ま
し
た
。

市
が
第
二
次
千
曲
市
総
合
計
画
に

基
づ
く
各
種
施
策
を
実
施
し
た
結

果
、
目
標
年
次
で
あ
る
２
０
２
６
年

の
規
模
の
増
減
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
更
埴
庁
舎
・
総
合
政
策
課（
内
線
５
３
１
５
）

利用区分ごとの規模の目標

　
農
地

　
優
良
農
地
を
確
保
し
つ
つ
、
社
会

経
済
情
勢
の
進
展
や
変
化
に
対
応

し
、
そ
の
他
か
ら
32
㌶
、
道
路
へ

10
㌶
、
宅
地
へ
１
１
５
㌶
の
転
換

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
水
面
・
河
川
・
水
路

　
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
水

路
は
田
の
宅
地
へ
の
利
用
転
換
に

伴
う
改
廃
に
よ
り
、
2
㌶
の
減
少

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
道
路

　
一
般
道
は
、
幹
線
道
路
の
整
備
や

宅
地
化
に
よ
る
区
画
道
路
の
整
備

に
よ
り
、
農
地
か
ら
10
㌶
、
そ
の

他
か
ら
5
㌶
の
転
換
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
住
宅
地

　
生
活
基
盤
で
あ
る
住
宅
を
確
保
す

る
た
め
に
、
農
地
か
ら
44
㌶
、
そ

の
他
か
ら
13
㌶
の
転
換
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

工
業
用
地

　
産
業
構
造
の
変
化
や
用
地
需
要
の

変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
と

し
、
農
地
か
ら
3
㌶
の
転
換
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
宅
地

　
新
た
な
産
業
用
地
の
確
保
な
ど
に

よ
り
、
農
地
か
ら
68
㌶
、
水
面
・

河
川
・
水
路
か
ら
2
㌶
の
転
換
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
（
公
園
・
緑
地
・
ゴ
ル
フ

場
、
荒
廃
農
地
な
ど
）

　
荒
廃
農
地
な
ど
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
と
し
、
農
地
へ
32
㌶
、
道
路

へ
5
㌶
、
宅
地
へ
13
㌶
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

＊構成比は、少数点以下第２位を四捨五入しているため、集計地が合わない
場合があります。

利用区分

基準年次 a
（2014 年）

中間年次
（2020 年）

目標年次 b
（2026 年） 増減

b － a
（ha）面積

（ha）
構成比
（％）

面積
（ha）

構成比
（％）

面積
（ha）

構成比
（％）

農 地 1,591 13.3 1,557 13.0 1,498 12.5 ▲ 93

森 林 6,884 57.5 6,884 57.5 6,884 57.5 0

原 野 等 4 0.0 4 0.0 4 0.0 0
水面・河川・
水路 317 2.6 316 2.6 315 2.6 ▲ 2

道 路 658 5.5 666 5.6 673 5.6 15

宅 地 1,276 10.7 1,320 11.0 1,406 11.8 130

住宅地 829 6.9 857 7.2 886 7.4 57
工業用地 92 0.8 93 0.8 95 0.8 3
その他
宅地 355 3.0 370 3.1 425 3.5 70

そ の 他 1,249 10.4 1,232 10.3 1,199 10.0 ▲ 50

合 計 11,979 100.0 11,979 100.0 11,979 100.0 0
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①東部市街地地域
④東部農山村地域

②西部市街地地域

第二次国土利用計画

■目標　農業的土地利用や生活環境との調和を図りなが
            ら、都市機能が集積した集約型の市街地を目指
            します。
■基本方向　
○しなの鉄道屋代駅周辺地域
　人が集まり賑

に ぎ

わう市の中心拠点として、多様な都市機
能が集積する市街地整備を推進します。

○更埴インターチェンジから雨宮地区北部周辺
　高速交通の利便性などの立地条件を活

い

かし、計画的な
産業用地の整備を図ります。

○屋代地区の上信越自動車道西側周辺
　更埴インターチェンジへのアクセス機能を高め、新た

な賑わいと交流を生み出す土地利用を図ります。

■目標　地域の特性に応じた良好な農業生産活動
            と生活環境の一体的な形成を進めるとと
            もに、森林や農地などの適切な保全管理
            を図ります。
■基本方向　
○あんずの里
　地域の合意形成を図りながら自然環境と一体とな

った眺望や色彩にも配慮した美しい農村景観の創
出に努め、担い手を確保して、農業の継続と農地
の確保・保全を進めます。

○地域の大部分を占める森林
　健全な森林資源の保全と市民が身近に利用でき

る憩いの場としての多面的利用を図ります。

■目標　地域の活性化に向けて、地域固有の歴史や文化
            を再評価するとともに、地域の魅力を最大限に
            活

い

かした土地利用を進めます。
■基本方向　
○稲荷山、八幡地区に残る歴史的建造物周辺
　地域の合意形成を図りながら、眺望や色彩にも配慮し

た良好なまちなみ景観の形成を図ります。また、伝統的
建造物群を活かした観光・交流拠点の形成を図ります。

○国道18号バイパス東側周辺
　都市計画制度を適切に運用し、農業的土地利用との調

和を図りながら、既成市街地との都市機能のバランスに
配慮した良好な市街地の形成を進めます。

■目標　里山などの美しい自然環境を保全し、農業
            生産活動と生活環境の一体的な形成を進
            め、森林や農地などの適切な保全管理を
            図ります。
■基本方向　
○生産性の高い優良農地
　農道・用水路など農業生産基盤の整備を進めると

ともに、荒廃農地の発生防止・解消に努め、優良
農地の確保・保全を図ります。

○農村集落
　集落内の道路・公園の整備、下水道の普及等生活

環境の整備を進めるとともに、定住地との調和に
配慮した計画的な土地利用を図ります。

地域別の概要

　地域区分は、 本市における自然的、社
会的、経済的及び文化的条件を考慮し
て、次の5地域に区分しました。

③南部市街地地域 ■目標　スポーツによる地域活性化と温泉の魅力
            が交流と活力を生み出す有効かつ効率的
            な土地利用を図ります。
■基本方向　
○戸倉駅周辺地区、戸倉・上山田温泉地区
　温泉街を活

い

かした観光・交流拠点の形成を図るた
め、多様な都市機能が集積する市街地整備を進め
ます。

○戸倉体育館、萬葉の里スポーツエリアの周辺
　多くの市民が気軽にスポーツ・レクリエーション

を楽しむことができるよう施設の整備・充実を図
ります。

⑤西部農山村地域

地域名 地域の概要

①東部市街地
　地域

千曲川右岸の都市計画用途地域
及び周辺部

②西部市街地
　地域

千曲川左岸の北西部の都市計画
用途地域及び周辺部

③南部市街地
　地域

千曲川両岸南部の都市計画用途
地域及び周辺部

④東部農山村
　地域 千曲川右岸で①③以外の地域

⑤西部農山村
　地域 千曲川左岸で②③以外の地域

第二次国土利用計画（千曲市計画）

①②

③

④

⑤
上
信
越
自
動
車
道

北
陸
新
幹
線

し
な
の
鉄
道

更埴 JCT

長
野
自
動
車
道

国
道
18
号

長
野
上
田
線

Ｊ
Ｒ
篠
ノ
井
線
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■問い合わせ先　更埴庁舎・更埴保健センター（内線5508）

健ヘ

ル

ス康
ア
ッ
プ
千
曲
21

（
第
二
次
）
中
間
評
価

市
で
は
、
平
成
25
年
に
健
康
寿
命
の

延
伸
、
健
康
格
差
の
縮
小
な
ど
を
目
的

に
、
健
康
づ
く
り
計
画「
健
康
ア
ッ
プ

千
曲
21
」（
第
二
次
）を
策
定
し
ま
し

た
。
計
画
期
間
は
平
成
25
年
度
か
ら
10

年
間
で
す
。

計
画
の
5
年
目
と
な
る
平
成
29
年
度

に
事
業
の
進
捗
状
況
を
基
に
現
状
を
把

握
し
、
今
後
の
事
業
方
針
や
取
り
組
み

を
見
直
し
ま
し
た
。

①「
健
康
寿
命
の
延
伸
」の
目
標
数
値

の
追
加

②「
肺
が
ん
」「
大
腸
が
ん
」「
乳
が

ん
」の
目
標
値
を
変
更

③「
脳
血
管
疾
患
」「
虚
血
性
心
疾
患
」

の
年
齢
調
整
死
亡
率
の
目
標
値
を
変

更
④「
歯
・
口
腔
の
健
康
」の
指
標
項
目

の
変
更
、「
3
歳
児
で
う
蝕し

ょ
く

の
な
い

者
の
割
合
」「
12
歳
児
の
1
人
平
均

う
歯
数
」の
目
標
値
を
変
更

⑤「
こ
こ
ろ
の
健
康
」で「
エ
ジ
ン
バ
ラ

産
後
う
つ
病
質
問
票
」の
導
入

身体測定（身長・体重・腹囲） 血圧測定 問診 診察
血液検査（中性脂肪、HDL コレステロール、
　　　　　LDL コレステロール、GOT、GPT、
　　　　　γ－ GTP、血糖、ヘモグロビン Alc、
　　　　　血清クレアニチニン、尿酸、赤血球、
　　　　　血色素量、ヘモトクリット）
尿検査（定性検査 [ 糖、蛋

たんぱく

白、潜血 ]、
　　　　定量検査 [ 蛋白、クレアチニン ]）
＊心電図検査（別途料金がかかります）

【検査項目】

平成20年度 平成24年度平成22年度

21.5%

【グラフ１】 千曲市国民健康保険特定健診の受診率

平成28年度

38.6%
33.0%

37.4%
42.5%

40.5%
42.6%

46.5%

千曲市
長野県

千
曲
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た

「
特
定
健
康
診
査
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

受
診
率
は
徐
々
に
伸
び
て
き
て
い

ま
す
が
、
受
診
す
る
人
は
約
4
割
で

す（
グ
ラ
フ
1
）。
自
分
や
大
切
な
家

族
の
た
め
に
も
、
年
1
回
の
健
康
診

査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
結
果
な
ど
か
ら
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
に
よ
る
保
健
指
導
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

全体 40代 60代50代

47.7%

【グラフ２】 千曲市国民健康保険特定健診受診者の内
　　　　  メタボリックシンドローム該当・予備軍の割合

70～74歳

16.6%

37.0% 40.9%

50.8%
47.2%

11.5% 14.8% 15.2%
19.7%

男性
女性

平成28年度

一年間の安心を、年一回の検診で

特定健診の受診を

＊
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

TOPICS

1

医療機関名 電話番号
安里医院（内川） 026-275-7800
とぐらクリニック（戸倉） 026-275-0405
やまざき医院（上徳間） 026-276-2700
とよき内科（磯部） 026-276-0413
とも泌尿器科クリニック（磯部） 026-261-5815
市川内科医院（上山田温泉） 026-275-5515
長野寿光会上山田病院（上山田温泉）026-275-1581
いろかわ医院（坂城町） 0268-82-2143
松尾医院（坂城町） 0268-82-2013
さかき生協診療所（坂城町） 0268-82-0101
武市医院（坂城町） 0268-82-2606
村上堂大井クリニック（坂城町） 0268-81-3131
東信よしだ内科（坂城町） 0268-81-1330

市が指定する医療機関（個別健診・後期高齢者健康診査）

医療機関名 電話番号

あんずの里クリニック（森） 026-272-1005
菅谷東クリニック（粟佐） 026-272-0493
坂口整形外科（屋代） 026-273-8680
鴇沢内科クリニック（屋代） 026-272-3713
島谷医院（杭瀬下） 026-273-1201
千曲中央病院（杭瀬下） 026-273-1725
中沢医院（小島） 026-272-0131
島田クリニック（小島） 026-273-8788
もみのき内科クリニック（寂蒔）026-272-3610
飯島医院（中） 026-272-0269
岡田外科医院（稲荷山） 026-272-2828
菅谷医院（稲荷山） 026-272-1024
中沢内科医院（稲荷山） 026-272-1013

乳
が
ん
は
、
女
性
に
で
き
る
が

ん
の
な
か
で
一
番
多
く
、
年
間
約

１
万
３
０
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
早
期
段
階
で
発
見
す
る

こ
と
で
、５
年
生
存
率
は
、
98
・
2
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
平
成
29
年
度
の
乳
が
ん

検
診
で
４
人
に
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
が
ん

が
ま
だ
小
さ
い
早
期
の
段
階
で
見
つ
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
対
象

○
乳
房
超
音
波
単
独
検
診　
20
歳
か
ら

39
歳
と
75
歳
以
上
の
女
性

○
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診　
40
歳
か
ら

74
歳
の
偶
数
年
齢
の
女
性

■
検
診
日
程　
市
報
４
月
号
折
込
の

「
平
成
30
年
度
各
種
検
診
日
程
の
ご

案
内
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
料
金

○
乳
房
超
音
波
単
独
検
診  

２
２
０
０

円
○
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診  

３
２
０
０

円（
車
検
診
）、３
３
０
０
円（
施
設

検
診
）

■
申
込
方
法　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

◎全国健康保険協会、健康保険組合、共済組合など会社で
保険に加入されている人は、加入している医療保険者が
実施する特定健康診査を受診してください。

■対象　40歳～74歳（千曲市国民健康保険加入者）
■費用　1,000円
＊昭和53年４月１日から54年３月31日までに生まれ

た（平成30年度に40歳になる）人は無料です。
◎集団健診（市の公共施設で受診）

■期日・会場

○５月7日（月）、9日（水）、23日（水）・更埴保健センター
○５月8日（火）・市総合観光会館
○５月10日（木）、18日（金）・戸倉庁舎
○５月15日（火）・稲荷山公民館
○５月16日（水）・屋代公民館
■受診方法　既に申し込んでいる人には個人通知

を郵送します。日程など詳細を確認して受診して
ください。新たに集団健診を希望する人は問い合
わせてください。

◎個別健診（市指定医療機関で受診）

■期間　６月１日（金）～平成31年２月28日（木）
■受診方法　集団健診や人間ドックを受診しない

人に問診票を郵送します。事前に予約のうえ、市
指定の医療機関（下表参照）で受診してください。

■期間　６月１日（金）
　　　　　　～平成31年２月28日（木）
■対象　後期高齢者医療加入者

特定健康診査後期高齢者健康診査

＊生活習慣病により医療機関で治療や検査を受けている
人、病院・介護保険施設などに入院・入所している人
は対象となりません。

■費用　無料
■申込方法　健康診査を希望する人は、更埴保健センタ

ーに電話で申し込んでください。
■受診方法　後日、問診票などを郵送します。事前に予

約のうえ、市指定の医療機関（下表参照）で受診してく
ださい。

◎医療機関で受診する場合は、10月以降になるとイン
フルエンザの予防接種で混み合うことが予想される
ため、９月末までに受診してください。

TOPICS

2

【郵便番号順】

41.0%
44.2%

平成26年度
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千曲市空家等対策計画が完成
■問い合わせ先　更埴庁舎・建設課（内線5645）

空き家の問題で困っている人へ

一般住宅の空き家には所有者がいますので、市が勝手に直したり
壊したりすることはできません。管理責任を負う所有者は、近所に
迷惑をかけないように適正に空き家を管理する必要があります。

特定空家等とは

　
千
曲
市
空
家
等
対
策
計
画

千
曲
市
空
家
等
対
策
計
画
は
、
空

き
家
の
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
に
、

問
題
解
決
の
情
報
提
供
を
行
な
っ
た

り
、
活
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域

の
問
題
解
決
や
活
力
の
再
生
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
計
画
で
は
、
直
接
的
に
空
き

家
に
よ
る
被
害
や
迷
惑
を
受
け
る

区
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
自
治
組
織

と
の
協
働
を
進
め
、
所
有
者
情
報
の

把
握
や
共
有
な
ど
、
連
携
体
制
の
強

化
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
目

　
　
空
き
家
は
年
々
増
加

使
う
予
定
の
な
い
空
き
家
を
ど
の

よ
う
に
管
理
す
れ
ば
い
い
の
か
、
誰

か
に
売
り
た
い
が
ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問
を
解

決
で
き
な
い
ま
ま
、
空
き
家
を
放
置

し
て
い
る
所
有
者
が
多
く
、
空
き
家

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
何
も
し
な
け
れ
ば
空
き

家
に
な
っ
て
し
ま
う「
空
き
家
予
備

軍
」に
対
す
る
正
し
い
対
処
方
法
が

分
か
ら
ず
、
空
き
家
化
を
食
い
止
め

ら
れ
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
定
空
家
等
の
指
定
に
注
意

「
特
定
空
家
等
」と
し
て「
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」（
空
家
法
）に
基
づ
く
指
定
を

受
け
た
あ
と
、
法
第
14
条
に
基
づ
く

「
勧
告
」の
措
置
を
受
け
た
場
合
は
、

特
例
が
外
さ
れ
て
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
が
最
大
6
倍
に
跳
ね
上
が
り

ま
す
。

空
き
家
を
放
置
し
て
い
る
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
、
市
で
は
、
こ
の

計
画
に
従
い
、「
特
定
空
家
等
」の
確

認
・
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
、
指
定

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
内
に
管
理
不
全
の
空
き
家
を
放

置
し
て
い
る
人
は
、「
特
定
空
家
等
」

に
指
定
さ
れ
固
定
資
産
税
が
上
が
っ

て
し
ま
う
前
に
、
建
設
課
空
き
家
対

策
係
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

そのまま放置すれば倒壊など著し
く保安上危険となるおそれのある状
態又は著しく衛生上有害となるおそ
れのある状態、その他周辺の生活環
境の保全を図るために放置すること
が不適切である状態などにあると認
められる空き家などです。

＊空家法第2条第2項に定める「特定空家等」です。

自治体からの緊急情報
Yahoo! 防災情報で配信開始

市
は
、Yahoo!

防
災
速
報「
自

治
体
か
ら
の
緊
急
情
報
」の
配
信
を

開
始
し
ま
し
た
。

千
曲
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
が

受
信
で
き
な
い
人
は
、「Yahoo!

防

災
速
報
」を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■Y
ahoo!

防
災
速
報
「
自
治
体
か
ら

の
緊
急
情
報
」

　
「Yahoo!

防
災
速
報
」の
利
用
者

に
、
市
が
発
表
す
る
災
害
情
報
な

ど
を
直
接
配
信
し
ま
す
。

　
「Yahoo!

防
災
速
報
」に
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利

用
す
る
ア
プ
リ
版
と
、
パ
ソ
コ
ン

や
従
来
型
携
帯
電
話
で
利
用
す
る

メ
ー
ル
版
が
あ
り
ま
す
。

■
配
信
す
る
災
害
情
報
な
ど

○
避
難
所
な
ど
の
開
設
情
報

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
情
報

（
断
水
・
給
水
・
停
電
な
ど
）

○
そ
の
他
野
生
動
物
の
出
没
、
大
規

模
火
災

＊
千
曲
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

配
信
さ
れ
る
情
報
の
う
ち
、
災
害

発
生
時
や
台
風
接
近
時
な
ど
の
注

意
喚
起
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
情
報
な

ど
を
配
信
し
ま
す
。

■
配
信
対
象
者

　
「Yahoo!

防
災
速
報
」の
ア
プ
リ

版
や
メ
ー
ル
版
を
利
用
し
て
い
る

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人

○
通
知
対
象
地
域
を
千
曲
市
に
設
定

し
て
い
る
人

○
現
在
地
連
動
通
知
の
設
定
を「
オ

ン
」に
し
、市
内
に
い
る
人（
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
版
の
み
）

■Y
ahoo!

防
災
速
報
「
自
治
体
か
ら

の
緊
急
情
報
」
登
録
方
法

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

①Yahoo!

防
災
速
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

②
ア
プ
リ
の「
設
定
」の「
地
域
の
設

定
」で「
千
曲
市
」を
設
定
。

③
ア
プ
リ
の「
設
定
」の「
自
治
体
か

ら
の
緊
急
情
報
」で「
プ
ッ
シ
ュ
通

知
」を
オ
ン
に
す
る
。

●
パ
ソ
コ
ン
・
従
来
型
携
帯
電
話

①Yahoo!

防
災
速
報
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら「
メ
ー
ル
版
簡
易
登
録
へ
」

ま
た
は「
メ
ー
ル
版
は
こ
ち
ら
」に

■問い合わせ先　更埴庁舎・危機管理防災課（内線5251）

千
曲
川
の
増
水
な
ど
に
よ
り
氾
濫

の
危
険
が
高
ま
っ
た
際
に
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
が
自
動
で
配
信
さ
れ
ま

す
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
し
た

ら
、
雨
量
や
千
曲
川
の
水
位
を
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
川
の
防

災
情
報
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項　

○
基
地
局
の
関
係
に
よ
り
、
配
信
エ

リ
ア
近
郊
の
人
に
も
緊
急
速
報
メ

ー
ル
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
機
器
の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
場

合
や
圏
外
、
電
波
状
況
の
悪
い
場

所
、
機
内
モ
ー
ド
時
、
通
話
中
の

場
合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

○
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

千
曲
川
の
洪
水
情
報
が

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
配
信

■
問
い
合
わ
せ
先

　
千
曲
川
河
川

事
務
所
・
防

災
情
報
課（
℡

０
２
６

－

２
２
７

－７
８
７
５
）

▲川の防災情報
　（観測場所：杭瀬下）

進
む
。

②「
通
知
先
の
設
定
」で
受

信
し
た
い
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
。

③「
地
域
の
設
定
」で「
千

曲
市
」を
設
定
。

④「
通
知
す
る
情
報
の
設

定
」で「
自
治
体
か
ら
の

緊
急
情
報
」に
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
る
。

▲ Yahoo! 防災速報ホームページ

空家等の有効活用対策 内　容

宿泊施設への活用 グリーンツーリズムの取組などと連携し、宿泊施設として活用を検討

滞在型シェアハウス 複数の人々が共有する会員制簡易宿泊所として活用を検討

福祉活動拠点・子育て支援施設 高齢者福祉活動拠点や子育て支援施設への利用を検討

空き店舗などの活用 テレワーク事業の拠点施設に活用など

教育施設への活用 学習塾などの教育施設などへ転用を検討

信州まちなかリノベーション推進事業 空き家の所有者と空き家を借りたい人のマッチング

住宅リフォーム支援 資金補助制度を検討し、空き家活用による移住・定住の促進に向けた支援

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

＊
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。
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市政トピックス

 マ ン ホ ー ル カ ー ド を
配 布

地域特有のデザインが魅力

■問い合わせ先　市総合観光会館・観光交流課
　　　　　　　　 （℡026-275-1753）
　　　　　　　　　  更埴庁舎・上下水道課（内線5633）

市
は
全
国
で
大
人
気
の
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
の
配
布
を
始
め
ま
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
と
は
、
ご
当

地
な
ら
で
は
の
名
所
や
名
物
が
描
か

れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
を
図
柄
に
し

た
も
の
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
由
来
や
説
明
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
設
置
開
始
日
や
位
置
座
標

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

性
あ
ふ
れ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
を
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
配
布
す
る
の
は
、
旧
上
山
田

町
で
デ
ザ
イ
ン
し
設
置
し
た
千
曲
川

と
戸
倉
上
山
田
温
泉
の
街
並
み
と
山

や
、
当
時
の
町
木「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」、

町
花「
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
」を
描
い
た
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
カ
ー
ド
で
す
。

■
配
布
場
所　
市
総
合
観
光
会
館

＊
先
着
順
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
事

前
予
約
や
郵
便
で
の
取
り
扱
い
は

行
な
い
ま
せ
ん
。

＊
配
布
は
、
ひ
と
り
一
枚
ま
で
で

す
。

■
大
き
さ　
　
　
　
　
　
　

　
縦
8
・
8
㌢
×
横
6
・
3
㌢

■
表
面　
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
の
写

真
、所
在
地
、位
置
座
標
な
ど

■
裏
面　
デ
ザ
イ
ン
の
由
来
や
説

明
、
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
画
像
、

設
置
開
始
日
、配
布
場
所
な
ど

このまちに笑顔を広げる民生・児童委員

福 祉 台 帳 と 高 齢 者 台 帳 の

作 成 に ご 協 力 を

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
あ

り
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委

員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給

は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
、
任
期
は
３
年
で
す
。
現
在
千

曲
市
で
は
１
５
１
人
が
民
生
・
児
童

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
民
生
・
児
童
委
員
に
、

各
世
帯
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の

「
福
祉
台
帳
」と
、
高
齢
者
の
緊
急
時

の
連
絡
先
を
把
握
し
た
り
、
高
齢
者

に
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
必
要
な「
高
齢
者
台
帳
」の
作
成
・

確
認
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、
民
生
・
児
童
委
員
が
訪
問
し
た

際
に
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
各
区
域
の
民
生
・
児
童
委
員
は
暮

ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■問い合わせ先　戸倉庁舎・福祉課（内線6212）

各
団
体
の
事
業
内
容
に
興
味
が
あ

る
人
や
活
動
を
一
緒
に
し
た
い
人
は
、

都
市
計
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
園
芸
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
グ
リ

ー
ン
“
笑
”
す
ま
い
る

○
屋
代
駅
前
花
壇
及
び
上
山
田
文
化

会
館
花
壇
、
姨
捨
長
楽
寺
周
辺
の

植
栽
活
動

○
寄
せ
植
え
講
習
会

■
中
町
区
ね
む
の
木
公
園
　
花
を
育

て
る
会

○
中
町
区
ね
む
の
木
公
園
の
緑
化
推

進
事
業

■
五
加
の
庄
花
緑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー

ク
　
公
園
を
愛
す
る
会

○
五
加
の
庄
花
緑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー

ク
の
緑
化
推
進
事
業

■
屋
代
第
２
区

○
あ
ん
ず
街
道
角
公
園
の
緑
化
推
進

事
業

■
プ
ラ
ン
タ
ー
41
会	

○
更
埴
文
化
会
館
前
、
尾
米
川
沿
い

の
緑
化
推
進
事
業

■
五
加
地
区
　
花
の
会	

○
内
川
交
差
点
へ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
設

置
に
よ
る
花
壇
づ
く
り

○
県
道
・
通
学
路
沿
い
の
空
き
地
数

か
所
へ
の
植
栽
活
動

○
五
加
小
学
校
前
に
花
を
植
え
花
壇

に
す
る
植
栽
活
動

■
稲
荷
山
公
園
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア	

○
稲
荷
山
公
園
の
緑
化
推
進
事
業

▲尾米川沿いの花壇の植栽活動

▲各地区会長（敬称略）
　前列左から　春日和子（屋代）、大島剛
（上山田）、濵田政常、（戸倉）

　後列左から　稲玉幸信（東部）、宇都宮
新二（埴生）、青木俊夫（八幡）、山﨑文
清（稲荷山）

千曲市の魅力を世界に発信

T
ト ミ ー チ ョ ウ

o m m y C h o さんが

岡
田
市
長
は
3
月
16
日
、
神
戸
市

在
住
の
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏
者
で
あ

るT

ト

ミ

ー

チ

ョ

ウ

om
m

yC
ho

さ
ん
に
、
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
千
曲
市
観
光
大
使
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

更
埴
庁
舎
で
委
嘱
状
を
受
け
取
っ

たTom
m

y

さ
ん
は「
県
外
者
で
あ

る
か
ら
こ
そ
分
か
る
千
曲
市
の
魅
力

を
、
県
内
外
問
わ
ず
海
外
で
も
、
ど

ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

Tom
m

y

さ
ん
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
各
種
メ
デ
ィ
ア
か
ら
鍵
盤
ハ
ー
モ

ニ
カ
奏
者
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
音
楽
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に

お
い
て
も
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

か
ら
厚
い
信
頼
を
受
け
て
い
る
人
物

で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
経
験
か
ら
、
台
湾
大
地
震
や
中

国
四
川
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
で

は
現
地
に
赴
き
、
震
災
孤
児
た
ち
に

楽
器
と
演
奏
を
贈
る
復
興
支
援
活
動

も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

千
曲
市
と
の
縁
は
、２
０
０
５
年

の
長
野
県
ツ
ア
ー
で
千
曲
市
を
訪

れ
、
市
内
各
所
で
演
奏
し
た
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

更
埴
文
化
会
館
で
の
単
独
コ
ン
サ
ー

ト
や「
あ
ん
姫
の
う
た
」の
作
曲
に

携
わ
り
ま
し
た
。

■問い合わせ先　市総合観光会館・観光交流課
　　　　　　　　（℡026-275-1753）

鍵 盤 ハ ー モ ニ カ 奏 者 の

観 光 大 使に

○高齢者や障がい者の安否確認、見守り
○子どもたちへの声かけ
○母子父子家庭に関する相談
○虐待やＤＶに関する相談
○失業や経済的困窮による生活上の心

配ごとなどさまざまな相談

民生・児童委員の活動内容

「 千 曲 市 緑 の 基 本 計 画 」

市内をみどりでいっぱいに

推 進 事 業 団 体 が 決 定

■問い合わせ先　更埴庁舎・都市計画課（内線5621）

平 成 3 0 年 度
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更
埴
地
区
　
（
敬
称
略
）

屋
代
地
区

　
屋
代
第
１
区　
　
渡
邉
和
巳

　
屋
代
第
２
区　
　
町
田
泰
喜

　
屋
代
第
３
区　
　
冨
田
昭
男

　
屋
代
第
４
区　
　
西
山
善
　

　
屋
代
第
５
区　
　
五
十
嵐
一
比
古

　
屋
代
第
６
区　
　
横
山
悟
朗

東
部
地
区

　
雨

宮

区　
　
冨
澤
幸
正

　
土

口

区　
　
平
林
敏
夫

　
生

萱

区　
　
野
澤
孝
幸

　
森

東

区　
　
竹
内
袈
裟
延

　
森

西

区　
　
久
保
秋
雄

　
倉

科

区　
　
髙
木
俊
雄

埴
生
地
区

　
寂

蒔

区　
　
大
久
保
正
志

　
鋳
物
師
屋
区　
　
寺
沢
昭
夫

　
打

沢

区　
　
湯
原
昌
三

　
小

島

区　
　
　

池

守

　
桜

堂

区　
　
山
﨑
良
彦

　
杭
瀬
下
区　
　
寺
澤
文
雄

　
新

田

区　
　
長
坂
進
一

　
中

区　
　
春
原
俊
二

稲
荷
山
地
区

　
荒

町

区　
　
清

水

始

　
中

町

区　
　
山
本
直
寛

　
本
八
日
町
区　
　
飯
田
哲
司

　
上
八
日
町
区　
　
山
口
清
史

　
治
田
町
区　
　
藤

岡

忠

　
元

町

区　
　
林

恒

夫

桑
原
地
区

　
小

坂

区　
　
中
山
博
雅

　
桑
原
東
区　
　
髙
野
利
直

　
桑
原
中
区　
　
小
林
洋
一

　
桑
原
西
区　
　
唐
澤
益
雄

　
大
田
原
区　
　
松
林
秀
一

八
幡
地
区

　
代

区　
　
玉

井

晶

　
大

池

区　
　
西
野
入
明

　
姨

捨

区　
　
小
野
尚
武

　
峯

区　
　
古
家
信
明

　
中

原

区　
　
和
田
義
人

　
郡

区　
　
永
田
輝
男

　
上

町

区　
　
宮
坂
富
雄

　

辻

区　
　
渡
邉
正
直

　
新

宿

区　
　
岡 

野 

喜 

好

　
森

下

区　
　
久
保
田
唯
夫

　
北

堀

区　
　
小

山

修

　
志

川

区　
　
近
藤
恒
昭

戸
倉
地
区　
（
敬
称
略
）

戸
倉
地
区

　
磯

部

区　
　
瀬
在
節
雄

　
福

井

区　
　
　

井
　
　

　
新
戸
倉
温
泉
区　
滝
澤
長
壽

　
上

町

区　
　
吉
池
茂
雄

　
上
中
町
区　
　
井
出
今
朝
幸

　
中

町

区　
　
滝
沢
保
明

　
今
井
町
区　
　
矢
島
久
良
夫

　

柏

王

区　
　
中
村
和
介

　
戸
倉
温
泉
区　
　
畑
山
佳
則

更
級
地
区

　
若

宮

区　
　
髙
松
重
雄

　
芝

原

区　
　
中
村
好
孝

　
仙

石

区　
　
西
澤
源
治

　
羽
尾
第
四
区　
　
塚
田
茂
雄

　
羽
尾
第
五
区　
　
中
澤
良
一

　
須

坂

区　
　
櫻
田
精
一

　

黒

彦

区　
　
塚
田
保
　

五
加
地
区

　
上
徳
間
区　
　
田
中
建
一

　
内

川

区　
　
中
村
忠
夫

　
千
本
柳
区　
　
米
澤
辰
男

　
小
船
山
区　
　
神
谷
里
志

上
山
田
地
区
　
（
敬
称
略
）

　

力
石
自
治
会　
　
牛
澤
榮
一

　
新
山
自
治
会　
　
宮
原
秀
幸

　
漆
原
自
治
会　
　
寺
澤
正
俊

　
三
本
木
自
治
会　
宮
坂
實
雄

　

八
坂
自
治
会　
　
坂
口
徹
雄

　
中
央
自
治
会　
　
田
玉
幸
男

　
城
腰
自
治
会　
　
五
十
嵐
仁
一

　
温
泉
地
区
自
治
会
連
合
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
森　

義
一
郎

平
成
30
年
度
の
区
長
・
自
治
会
長
を
紹
介

▲左から瀬在副団長、  岡田副団長、
武井団長、山﨑副団長

平
成
30
年
度
消
防
団
の

幹
部
を
紹
介
（
敬
称
略
） 

団　
　
長　
　
武
井
郁
郎

副
団
長　
　
岡

田

正

副
団
長　
　
山
﨑
亜
成

副
団
長　
　
瀬
在
順
一

分
団
長

第
一
分
団　
　
横
山
裕
貴

第
二
分
団　
　
青
柳
匡
幸

第
三
分
団　
　
橘
田
千
比
路

第
四
分
団　
　
宮
入
文
彦

第
五
分
団　
　
青
木
幸
司

第
六
分
団　
　
宮
澤
聖
一

第
七
分
団    

宮   

﨑  

清   

治

第
八
分
団　
　
永
井
康
一

第
九
分
団　
　
矢
島
真
也

第
十
分
団　
　
猪
又
厚
介

第
十
一
分
団　
竹
内
徳
安

第
十
二
分
団　
寺
澤
通
彦

ラ
ッ
パ
分
団　
鎌
田
貞
治

■
募
集
人
員　
１
人
程
度

■
募
集
要
件　
栄
養
士
の
資
格
を
有

し
、
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
り
、

パ
ソ
コ
ン
が
で
き
る
人

■
勤
務
内
容　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給

食
の
献
立
作
成
・
調
理
・
事
務
な
ど

■
勤
務
場
所　
第
１
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

■
勤
務
期
間　
6
月
１
日
～
平
成
31

年
３
月
31
日

■
勤
務
日
数　
一
般
職
員
に
準
ず
る

■
勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
賃
金　
月
額
17
万
５
３
０
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
記

入
の
う
え
、
5
月
18
日（
金
）ま
で

に
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
持

参
す
る
か
、
郵
送（
当
日
必
着
）し

非
常
勤
職
員
（
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
栄
養
士
）
を
募
集

て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
５
月
下
旬

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
第
１
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
〒

３
８
７

－

0
0
2
1　
千
曲
市

大
字
稲
荷
山
１
２
４
０
番
地
、
℡

０
２
６

－

２
７
２

－

2
1
1
4
）

各
種
検
診
ス
タ
ッ
フ
（
看
護
師
）
を
募
集

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
勤
務
内
容
　
各
種
検
診
の
問
診
や

診
察
介
助

■
勤
務
場
所　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
検
診
会
場

■
勤
務
時
間　
各
種
検
診
に
よ
り
１

時
間
30
分
か
ら
７
時
間

社
会
教
育
委
員
を
紹
介

■
社
会
教
育
委
員
　

　
白
石 

も
と
子 （
屋
代
）

　
鎌
林 

清
美 （
埴
生
）

　
小
林 

い
せ
子 （
稲
荷
山
）

　
小
林 

京
子 （
八
幡
）

　
児
玉 

み
ど
り （
戸
倉
）

　
堀
口 

強 （
五
加
）

　
小
松 

信
美 （
更
級
）

　
田
嶋 

一
利 （
上
山
田
）

　
小
宮
山 

司 （
上
山
田
）

　
丑
丸 

明
英 （
校
長
会
）

■
任
期　

　
４
月
１
日
か
ら
２
年

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・

　
生
涯
学
習
課（
内
線
６
３
４
１
）

■
賃
金　
時
給
１
１
１
０
円

■
応
募
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
の
う
え
、
看
護
師
の
免
許
証

の
写
し
を
添
え
て
、
5
月
15
日

（
火
）ま
で
に
更
埴
庁
舎
更
埴
保

健
セ
ン
タ
ー
に
持
参
す
る
か
、
郵

送（
当
日
必
着
）し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験　
５
月
下
旬

■
郵
送
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ

ー（
〒
３
８
７

－

8
5
1
1　

千

曲
市
大
字
杭
瀬
下
84
番
地
、
内
線

５
５
０
９
）

姉
妹
都
市
の
観
光
情
報

射い

み

ず水
市
観
光
情
報

姉
妹
都
市
で
あ
る
富
山
県
射
水
市

の
観
光
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

第
40
回
　
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り

五
月
晴
れ
の
大
空
に
、
た
く
さ
ん

の
凧
が
舞
い
揚
が
る
光
景
も
、
今
年

で
40
回
を
迎
え
ま
す
。
全
国
有
名
凧

揚
げ
競
技
や
地
元
自
治
会
大
凧
揚
げ

競
技
の
ほ
か
40
周
年
記
念
の
特
別
企

画
と
し
て
、
来
場
者
が
手
ぶ
ら
で
来

て
も
楽
し
め
る
参
加
型
の
企
画
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
５
月
20
日（
日
）午
前
８

時
20
分
～
午
後
４
時

■
場
所　
大
門
カ
イ
ト
パ
ー
ク（
庄

川
左
岸
河
川
敷
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
越
中
だ
い
も
ん

凧
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
射
水
市

港
湾
・
観
光
課
内
、
℡
０
７
６
６

－

５
１

－

６
６
７
６
）
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軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現
在

の
車
両
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
納
付
期
限
は
５
月

31
日（
木
）で
す
。納
税
通
知
書
が
届

か
な
い
場
合
や
、
廃
車
の
申
告
を
し

た
の
に
納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合

は
、
納
付
期
限
ま
で
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
納
税
証
明
書

口
座
振
替
で
納
税
さ
れ
る
人
の
納

税
通
知
書
は
、
車
検
を
受
け
る
際
の

「
納
税
証
明
書
」と
し
て
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
市
で
口
座
か
ら
の
振
替
を
確

認
し
た
後
、「
納
税
証
明
書
」を
郵
送

し
ま
す
。郵
送
は
６
月
上
旬
か
ら
中

旬
ご
ろ
に
な
る
た
め
、
そ
の
間
に
車

検
が
切
れ
る
人
は
、
事
前
に
各
庁
舎

税
務
窓
口
で「
納
税
証
明
書
」を
受
け

取
り
、車
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
減
免
申
請

○
身
体
障
害
者
等
減
免

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
や

戦
傷
病
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
、

身
体
障
が
い
者
で
年
齢
18
歳
未
満
の

人
ま
た
は
知
的
・
精
神
障
が
い
者
と

生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
人
。

＊
減
免
さ
れ
る
の
は
ひ
と
り
１
台
で

す
。普
通
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

○
公
益
減
免

営
利
を
目
的
と
し
な
い
社
会
福
祉

事
業
を
行
な
う
団
体
が
所
有
し
、
入

所
者
の
送
迎
や
通
院
、
外
出
に
使
用

す
る
軽
自
動
車
。

○
構
造
減
免

障
が
い
者
用
の
装
置
が
付
い
て
い

る
軽
自
動
車
や
、
障
が
い
者
本
人
が

運
転
す
る
た
め
に
特
別
の
改
造
が
加

え
ら
れ
た
軽
自
動
車
。

＊
申
請
用
紙
は
更
埴
庁
舎
税
務
課
、

戸
倉
・
上
山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課

に
あ
り
ま
す
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

軽
自
動
車
税
の
納
税
、
減
免
申
請

度
の
利
用
開
始
に
よ
り
申
請
書
へ

納
税
義
務
者
の
個
人
番
号（
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
）ま
た
は
法
人
番
号
の

記
載
が
必
要
で
す
。
公
益
減
免
、

構
造
減
免
の
申
請
は
毎
年
必
要
で

す
の
で
、
前
年
に
減
免
を
受
け
て

い
る
場
合
で
も
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
期
間　
５
月
24
日（
木
）ま
で

＊
要
件
や
減
免
の
必
要
書
類
な
ど
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
税

務
課（
内
線
５
２
４
５
）

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
費
用
を
助
成

市
で
は
、
先
天
性
風
し
ん
症
候
群

の
発
症
を
防
ぐ
た
め
、
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■
対
象
者

①
助
成
申
請
受
付
時
・
接
種
当
日
に

千
曲
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
。

②
保
健
所（
保
健
福
祉
事
務
所
）が

実
施
す
る
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
、
予
防
接
種
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
人（
Ｈ
Ｉ
法
で
風
し
ん
抗
体

価
が
８
倍
未
満
、８
倍
又
は
16
倍

と
判
定
さ
れ
た
人
）

■
対
象
回
数　
１
回

■
助
成
金
額　
風
し
ん
ま
た
は
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
代

■
個
人
負
担
金　
２
９
８
２
円

■
助
成
期
間　
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で

■
助
成
申
請
・
接
種
方
法

①
県
内
の
保
健
所
で
風
し
ん
抗
体
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が
必
要

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
窓
口
で
助

成
申
請
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
時
に
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査

の
結
果
通
知
書
、
本
人
確
認
が
で

き
る
物（
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真

付
き
の
身
分
証
明
書
）、
妊
娠
し
て

い
る
人
の
同
居
者
が
申
請
す
る
場

合
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、

必
要
な
書
類（
予
診
票
な
ど
）の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

③
市
内
指
定
医
療
機
関
に
電
話
予
約

し
、
予
診
票
を
持
参
の
う
え
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
窓
口　
戸
倉
庁
舎
健
康
推
進

課
ま
た
は
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

康
推
進
課（
内
線
６
２
５
６
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し

て
欲
し
い
人
と
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
た
い
人
が
会
員
と
し
て
登
録
し
、

子
育
て
の
手
伝
い
を
有
償
で
行
な
う

会
員
組
織
で
す
。

■
支
援
の
内
容　
保
育
園
、
幼
稚
園
、

児
童
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
送
り
迎
え
を
し
た
り
、
時
間
外

に
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
し
ま

す
。冠
婚
葬
祭
、
通
院
、
仕
事
、
研

修
会
参
加
や
授
業
参
観
な
ど
の
と

き
に
も
、子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

依
頼
会
員

■
対
象　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
、
生
後
３

か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の
子
ど
も
を

育
て
て
い
て
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
て
ほ
し
い
人
。

■
申
込
方
法　
更
埴
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
説
明
を
聞
い
て
く
だ
さ

い
。
説
明
終
了
後
、
す
ぐ
に
会
員

に
な
れ
ま
す
。
会
員
証
明
用
に
３

㌢
四
方
の
写
真
２
枚
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

提
供
会
員

■
対
象　
市
内
に
在
住
し
、
心
身
共

に
健
康
か
つ
、
子
育
て
の
手
伝
い

に
理
解
と
熱
意
が
あ
っ
て
、
子
ど

も
を
預
か
れ
る
人
。

＊
資
格
、
経
験
、
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
が
、市
が
行
な
う「
相
互
援
助
活

動
講
習
会
」を
受
講
し
て
か
ら
会

員
に
な
れ
ま
す
。

●
相
互
援
助
活
動
講
習
会

■
講
習
会
日
時　

○
6
月
22
日（
金
）午
後
１
時
～
午
後

５
時
15
分

○
6
月
23
日（
土
）午
前
8
時
50
分
～

午
後
５
時
15
分

○
6
月
25
日（
月
）午
後
１
時
～
午
後

５
時
15
分

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
募
集

＊
託
児
あ
り（
要
予
約
）

■
会
場 

更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
6
月
15
日（
金
）ま
で

に
、
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

両
方
会
員

■
対
象　
依
頼
会
員
・
提
供
会
員
の

要
件
に
該
当
す
る
人
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
７
３

－

６
１
８
０
）

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
の
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

耐
震
改
修
は
最
大
１
０
０
万
円（
耐

震
補
強
に
直
接
要
す
る
工
事
費
の
２

分
の
１
以
内
）の
補
助
を
行
な
い
ま

す
。

■
耐
震
診
断
の
対
象
住
宅　

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅
で

す
。

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

し
た
木
造
住
宅

○
一
戸
建
て
の
個
人
所
有
の
住
宅

（
店
舗
な
ど
の
部
分
が
延
べ
床
面

積
の
２
分
の
１
未
満
の
併
用
住
宅

も
含
み
ま
す
）

○
２
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
軸
組

工
法
の
住
宅

＊
長
野
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
登

録
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
診
断
士
が

診
断
を
行
な
い
ま
す
。

■
耐
震
診
断
費
用　
無
料　

＊
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
診
断
が

翌
年
度
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
耐
震
補
強
補
助
対
象
住
宅　

　
市
が
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
て
実

施
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

性
の
低
い
住
宅

＊
補
助
対
象
に
な
る
工
事
に
は
、
一

定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

＊
既
存
住
宅
を
耐
震
改
修
し
た
場

合
、
一
定
の
要
件
に
よ
り
所
得

税
と
固
定
資
産
税
が
軽
減
さ
れ

る
措
置
が
あ
り
ま
す
。
所
得
税

は
上
田
税
務
署（
℡
０
２
６
８

－

２
２

－

１
２
３
４
）に
、
固
定
資

産
税
は
更
埴
庁
舎
税
務
課（
内
線

５
２
３
９
）に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁

舎
・
建
設
課（
内
線
５
６
４
１
）
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第
15
回
　
市
民
体
育
祭

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
初
心

者
の
人
も
腕
自
慢
の
人
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。

＊
卓
球
、射
撃
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
程　
表
の
と
お
り

■
対
象　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

■
申
込
方
法　
各
競
技
開
催
日
の

10
日
前
ま
で
に
、
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー（
9
月
以
降
は
更
埴
体
育

館
）ま
た
は
戸
倉
体
育
館
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
戸
倉
体
育
館

内 

℡
０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３

１
）

○
千
曲
市
体
育
協
会（
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
内 

℡
０
２
６

－

２
７
3

－

０
０
１
０
）

期　日 集合時間 種　目 会　場 対象／競技方法

５／11
（金） 19：00 開会式 戸倉体育館

５／13
（日） 8:00 マレットゴルフ 萬葉の里マレットゴル

フ場 一般市民
６／3
（日） 9:00 太極拳 戸倉体育館柔・剣道場 一般市民（講習会形式）

６／24
（日）

7:30 ゴルフ 千曲高原カントリー
クラブ

一般市民
＊申込場所は千曲高原カントリークラブ

8:00 ＯＢ野球 中央公園
平和橋グラウンド 参加希望チームによるトーナメント方式

9:00 テニス 東部テニスコート
更埴テニスコート

一般市民／ダブルス
男女別トーナメント

6／26
（火） 8:00 ゲートボール 更埴ゲートボール場 一般市民
6／30
（土） 8:30 バドミントン 戸倉体育館 一般市民（小学生以上）／シングルス・

ダブルス
7月上旬 8:00 卓球 五加小学校体育館 一般市民
7／15
（日） 未定 射撃 長野射撃場 一般、鉄砲所持許可者

7／22
（日）

8:30 弓道 千曲市弓道場 一般、市内高校生／個人戦

9:00 ソフトテニス 更埴テニスコート 一般、シニア

7／29
（日）

7:30 剣道 埴生中学校体育館 小・中学生／個人戦

14:00 合気道 戸倉体育館柔道場 一般市民／演武

8／4
（土） 9:00 新体操 勤労者体育センター ジュニア～シニア

8／5
（日）

7:30 バスケット
ボール 戸倉体育館 一般市民

8:00 早起き野球 中央、平和橋、萬葉
ＡＢグラウンド

市内連盟加盟チーム、一般公募チーム
（先着順）／リーグ戦

市民体育祭の日程など

期　日 集合時間 種　目 会　場 対象／競技方法

8／19
（日） 8:00

水泳 おおとりプール 男女学年別（小学生1・2年、3・4年、5・6
年）、成人は10歳別／タイム決勝レース

バレーボール 戸倉体育館・農業者トレー
ニングセンター 市内中学生以上／６人制

8／26
（日） 8:00 陸上 萬葉の里スポーツエリア

○60ｍ走　小学校低学年
○100ｍ走　小学校高学年、中学生、高校

生、一般
○1500ｍ走　小学校高学年
○3000ｍ走　中学生、高校生、一般

9／16
（日） 8:00 空手道 戸倉体育館柔道場 幼年～中学生
9／23

（日・祝） 9:00 柔道 更埴体育館柔道場 小・中学生、高校生、一般
11／4
（日） 9:00 少林寺拳法 更埴体育館剣道場 一般市民、市内勤務者／個人戦

11／11
（日） 8:00 ソフトバレー

ボール
戸倉体育館
東部体育館 一般市民、協会員、市内勤務者

Ｈ31．1／13
～2／24

の毎週日曜日
8:00 サッカー 千曲市サッカー場 総当たりリーグ戦

Ｈ31．2／17
（日） 9:30 スキー 菅平高原スキー場 小学校４年生～一般

未定 未定 ソフトボール 未定

武
水
別
神
社
は
江
戸
時
代
末
期
の

１
８
３
６
年
に
神
祇
官
家
吉
田
家
か

ら
改
名
・
認
可
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

れ
以
前
は
、
ず
っ
と「
小お

う
な
の
べ
つ
ぐ
う

谷
別
宮
」

「
更
科
八
幡
宮
」「
八
幡
宮
」と
呼
ば

れ
、
山
城
国
石
清
水
八
幡
宮
の
末
社

で「
小お

た
に
の
し
ょ
う

谷
庄
」と
い
う
寺
領
荘
園
で
も

あ
り
ま
し
た
。

戦
国
時
代
か
ら
八
幡
宮
の
神
主

家
で
あ
っ
た
松
田
家
は
、
中
世
の

居き
ょ
か
ん
あ
と

館
跡
で
も
あ
り
、
県
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
宝
で
あ
っ
た

斎さ
い
か
ん館

や
主お

も
や屋

な
ど
は
無
念
に
も
昨
年

の
火
災
で
焼
損
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
貴
重
な
文
化
財
や
社
宝
が
伝
来
し

て
い
ま
す
。そ
こ
で
、現
存
す
る
貴
重

な
文
化
財
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

松
田
家
に
は
、
応
永
三
年（
１
３
９

６
年
）5
月
26
日
に
信
州
更
科
郡
小

谷
荘
八
幡
宮
に
奉
納
さ
れ
た
梵ぼ

ん
し
ょ
う鐘
の

銘
文
写（
写
真
1
）が
伝
来
し
て
い
ま

す
。預
所
の
少し

ょ
う
べ
っ
と
う

別
当
が
大お

お
だ
ん
な

檀
那
と
な

っ
て
、
大
工
藤
原
家
光
が
鋳
造
し
た

も
の
で
す
。「
一
の
峯
は
雲
を
載
せ
、

遮
那（
ほ
と
け
）は
妙
相
な
り
、
鐘
の

九
つ
の
乳に

ゅ
う

は
風
を
鳴
ら
し
、
金き

ん
こ
う口

は

説
教
す
…
…
」と
い
う
漢
詩
が
刻
ま

れ
、
室
町
文
化
の
水
準
の
高
さ
を
示

し
て
い
ま
す
。

嘉
吉
三
年（
１
４
４
３
年
）6
月

に
銅ど

う
せ
い
す
か
し
つ
り
と
う
ろ
う

製
透
釣
燈
籠（
写
真
2
）が
寄

進
さ
れ
、「
信
州
八
幡
宮
三さ

ん
と
う
ぐ
ち

灯
口
、

願が
ん
し
ゅ主　

源み
な
も
と
の
た
い
ふ
の
こ
こ
ろ
ざ
し
な
り

大
夫
志
也
、
大
工

上か
み
か
な
や
と
く
あ

金
屋
徳
阿
」と
刻
銘
さ
れ
、神
社
に

現
存
す
る
県
宝
で
す
。大
工
と
は
八

幡
宮
専
属
の
職
人
頭
で
、
上か

み
か
な
や

金
屋
は

鍛
冶
・
鋳
物
師
・
タ
タ
ラ
を
兼
ね
た

金
具
職
人
で
、
阿あ

み
ご
う

弥
号
を
名
乗
っ
て

い
ま
し
た
。八
幡
宮
に
所
属
し
て
い

た
技
術
者
と
職
人
集
団
が
室
町
文
化

を
支
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【松田家文書】

【武水別神社所蔵】

▲写真1

松
田
館
の

歴
史
探
訪

第１回

▲写真2

上から

正面

千
曲
市
文
化
財
保
護
審
議
会
長

井
原
　
今
朝
男



　　市報千曲　平成30年5月  　20 　　21  　市報千曲　平成30年5月

＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。

視覚障がい者の皆さんなどへ、市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796

○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

ご寄付・お知らせ

　募集・催し物

知

せ

ら

お

ご

付

寄

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
ハ
ナ
サ
カ
軍
手
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

代
表 
飯
島 

悠
大
郎
様（
上
田
市
）

　
【
寄
付
内
容
・
使
途
】　
市
内
小
学

校
２
年
生
に「
ち
び
軍
手
ィ
」（
子

ど
も
用
軍
手
）４
４
５
組
・
軍
手

を
つ
け
て
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
く

外
で
元
気
に
遊
ん
で
も
ら
う
た
め

●
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社
様

（
東
京
都
）

　
【
寄
付
内
容
・
使
途
】　
小
学
校

新
１
年
生
の
皆
さ
ん
へ
安
全
笛

５
０
０
個
・
子
ど
も
が
被
害
に
遭

う
事
件
や
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
●
株
式
会
社
信
州
ス
ポ
ー
ツ
ス
ピ

　
リ
ッ
ト
様（
千
曲
市
）

　【
寄
付
内
容
・
使
途
】　
市
内
保
育

園
の
皆
さ
ん
へ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
24
個
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
の
た
め

●
株
式
会
社
ア
ス
ク
様（
長
野
市
）

　【
寄
付
内
容
・
使
途
】　
回
覧
板

1
０
０
０
部
・
各
地
区
の
回
覧
に

使
用
す
る
た
め

●
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保

険
株
式
会
社
長
野
支
店
様（
長
野

市
）

　
【
寄
付
内
容
・
使
途
】　
10
万
円
・

千
曲
市
の
防
災
対
策
の
た
め

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

５
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
事
業

所
を
訪
問
し
、
調
査
の
依
頼
を
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
の
工
業
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
産
業
政
策
、
中
小

企
業
政
策
な
ど
、
国
や
都
道
府
県
、

地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま

す
。

■
調
査
基
準
日　
６
月
１
日（
金
）

■
調
査
対
象　
市
内
で
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所

■
調
査
内
容　
事
業
所
の
名
称
や
所

在
地
、
本
社
ま
た
は
本
店
の
名
称

や
所
在
地
、
他
事
業
所
の
有
無
、

経
営
組
織
、
資
本
金
額
ま
た
は
出

資
金
額
、従
業
者
数
な
ど

＊
従
業
者
が
３
人
以
下
の
事
業
所
は

除
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
総

合
政
策
課（
内
線
５
３
１
６
）

庭
木
剪

せ

ん

て

い定
枝
チ
ッ
プ
の
無
料
配
布

■
期
日　
５
月
22
日（
火
）

■
受
付　
午
前
９
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
２
時
30
分

＊
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
の
場
合

は
翌
日
23
日（
水
）に
延
期
し
ま

す
。延
期
す
る
場
合
は
、申
込
者

　
に
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

■
会
場　
平
和
橋
資
材
置
場（
八
幡
）

＊
会
場
図
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
で
き
ま
す
。

■
留
意
事
項

○
運
搬
車
両
は
、２
㌧
車
以
下
の
ト

ラ
ッ
ク
か
乗
用
車
に
限
り
ま
す
。

○
運
搬
用
に
荷
台
へ
板
な
ど
で
ア
オ

リ
を
設
け
る
場
合
は
、
事
前
に
組

立
て
て
か
ら
来
場
し
て
く
だ
さ

い
。
会
場
で
の
設
置
・
組
立
は
で

き
ま
せ
ん
。

○
安
全
に
チ
ッ
プ
の
配
布
を
行
な
う

た
め
、
ア
オ
リ
な
ど
の
工
作
物
は

確
実
に
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

○
運
搬
時
の
飛
散
防
止
の
た
め
の
シ

ー
ト
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

○
チ
ッ
プ
の
全
体
量
は
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
配
布
予
定
量
に
達
し
た

時
点
で
、
申
込
み
の
受
付
を
締
め

切
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
か
直
接

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
み
は
５
月
10
日（
木
）午
前

８
時
30
分
か
ら
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
廃
棄
物
対
策
課（
内

線
５
４
２
３
）

日
赤
活
動
資
金
の
募
集
活
動

千
曲
市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
5

月
の
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
に
合
わ

せ
て
、
日
赤
活
動
資
金
の
募
集
活
動

を
行
な
い
ま
す
。

日
赤
活
動
資
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
が
行
な
う
災
害
救
護
・
国
際
救

第
１
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

（
終
活
セ
ミ
ナ
ー
）

■
日
時　
6
月
16
日（
土
）午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分（
受
付
は
午

後
1
時
～
）

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容
　
終
活
の
始
め
方
、
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
書
き
方

■
講
師　
佐
々
木 

悦
子
さ
ん（
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
定
員　
80
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

保
育
園
な
ど
の
園
開
放

　
小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象

に
、
市
内
の
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も

園
で
園
庭
と
遊
戯
室
を
開
放
し
ま

す
。

■
市
内
公
立
保
育
園
・
あ
か
ね
保
育

園
・
あ
か
ね
北
保
育
園　

　
５
月
16
日
、６
月
13
日
、７
月
18

日
、
10
月
3
日
、
11
月
14
日
、
平

成
31
年
１
月
16
日

＊
す
べ
て
水
曜
日

＊
時
間　
午
前
9
時
30
分
～
11
時

■
満
照
寺
保
育
園
・
徳
応
院
保
育
園

　
毎
日

■
稲
荷
山
く
る
み
こ
ど
も
園

　
月
２
回

＊
満
照
寺
保
育
園
、
徳
応
院
保
育

園
、
稲
荷
山
く
る
み
こ
ど
も
園
の

開
放
日
時
は
、
直
接
各
園
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
保

育
課（
内
線
６
２
１
４
）

平
成
30
年
度
　
循
環
バ
ス
時
刻
表

の
訂
正

平
成
30
年
４
月
１
日
改
正
の「
千

曲
市
総
合
交
通
マ
ッ
プ
・
時
刻
表
」

７
ペ
ー
ジ
、
や
ま
び
こ
号（
更
級
戸

倉
線
）７
便「
明
治
新
道
入
口
」の
時

刻
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
訂
正
前　
16
：
42

■
訂
正
後　
16
：
45

■
問
い
合
わ
せ
先
　
更
埴
庁
舎
・
生

活
安
全
課（
内
線
５
５
３
１
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
の
支
給

●
特
別
障
害
者
手
当
　

■
対
象　
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
が

い
者
。
お
お
む
ね
国
民
年
金
の
1

級
程
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ

る
か（
内
部
障
が
い
の
重
複
は
除

く
）、
こ
れ
と
同
程
度
以
上
の
障

が
い
が
あ
る
と
、
医
師
の
診
断
書

な
ど
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
人
。

＊
病
院
・
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
場

合
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
財

源
で
す
。
平
成
29
年
度
は
、
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
、１
１
３
０
万
円
の

活
動
資
金
を
日
本
赤
十
字
社
長
野
県

支
部
に
納
入
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
奉
仕
団
員
が
活
動
資
金

の
募
集
で
伺
っ
た
際
に
は
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
１
３
）

　
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部（
℡

０
２
６

－

２
２
６

－

２
０
７
３
）

さ
い
。

＊
申
込
み
は
５
月
14
日（
月
）午
前

8
時
30
分
か
ら
で
す
。

＊
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
へ
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

●
同
日
開
催

　
成
年
後
見
制
度
・
法
律
・
相
続
な

ど
の
無
料
相
談
会

■
時
間　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
午
後

3
時
30
分
～
5
時（
1
組
30
分
以

内
）

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
会
議

室
・
学
習
室

■
定
員　
６
組（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」

申
込
み
の
際
に
、
併
せ
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁

舎
・
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

（
内
線
６
３
３
１
）

場
合
、
本
人
・
配
偶
者
・
扶
養
義

務
者
の
所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場

合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
支
給
額　
月
額
２
万
６
９
４
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

■
対
象　
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
の
重
度
障
が
い

児
。
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳

1
級
と
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳

Ａ
１
の
一
部
、
ま
た
は
こ
れ
と
同

程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
と
医

師
の
診
断
書
な
ど
に
よ
り
認
定
さ

れ
た
人
。

＊
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
本

人
・
配
偶
者
・
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
な
ど
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
支
給
額　
月
額
１
万
４
６
５
０
円

＊
各
手
当
の
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
３
）

献
血
に
ご
協
力
を

移
動
採
血
車
に
よ
る
献
血
を
行
な

い
ま
す
。

■
期
日　
５
月
16
日（
水
）

■
会
場
・
時
間

○
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー
・
午
前
９
時

～
11
時
30
分

○
更
埴
庁
舎
北
庁
舎
会
議
室
・
午
後

１
時
～
２
時

■
採
血
基
準　
左
表
の
と
お
り

＊
採
血
基
準
を
満
た
し
て
い
て
も
、

献
血
時
の
検
査
や
問
診
内
容（
病

気
・
服
薬
な
ど
）に
よ
り
、
献
血

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
は
、
60

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
経

験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

＊
献
血
手
帳（
カ
ー
ド
）を
持
っ
て

い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

康
推
進
課（
内
線
６
２
５
６
）

区分 400ml 献血

年齢 男性17～69歳
女性18～69歳

体重 男性・女性50kg以上
年間
総献
血量

200ml 献血と400ml 献血
を合わせて男性1,200ml
以内、女性800ml 以内

前回
献血
との
間隔

男性12週間後、女性16週
間後の同じ曜日から献血
ができます

転
倒
予
防
教
室
の
休
止

3
月
に
配
布
し
た
暮
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー「
介
護
予
防
」内
に
掲
載
の

「
転
倒
予
防
教
室
」は
、
都
合
に
よ
り

4
月
か
ら
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

市
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
更

埴
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
内

線
５
５
２
２
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

●
昼
の
部

■
日
時　
５
月
10
日（
木
）、
24
日

（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
５
月
16
日（
水
）午
後
７

時
～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）
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看
護
職
の
就
職
プ
レ
相
談
会

看
護
職
を
離
職
し
て
ブ
ラ
ン
ク
の

あ
る
人
な
ど
の
た
め
に
行
な
い
ま
す
。

■
日
時　
５
月
24
日（
木
）午
後
１

就
職
応
援
会

求
人
企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

求
人
内
容
の
説
明
が
聞
け
ま
す
。

■
日
時　
５
月
23
日（
水
）午
後
１

時
30
分
～
3
時
30
分　
　

■
会
場　
千
曲
市
地
域
職
業
相
談
室

（
杭
瀬
下
一
丁
目
66
番
地
）

■
対
象　
千
曲
市
・
坂
城
町
に
在
住

す
る
求
職
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

２
９
３

－

８
６
０
９　
音
声
ナ
ビ
3
番
）

北
信
地
域
合
同
就
職
面
接
会

■
日
時　
５
月
18
日（
金
）午
後
１

時
～
４
時　
　

＊
受
付
は
正
午
か
ら
で
す
。

■
会
場　
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

■
対
象　

○
平
成
31
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定
者

○
大
学
な
ど
卒
業
後
３
年
以
内
の
求

職
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

２
９
３

－

８
６
０
９
）

乗
用
草
刈
機
の
貸
出
し

千
曲
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
作
業
の
委
託
・
畑
の
草
刈
り

に
便
利
な
乗
用
草
刈
機
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。

■
対
象　
市
内
の
農
家

■
使
用
料
金　
1
日
３
２
０
０
円

＊
燃
料
費
実
費

■
申
込
方
法　
貸
出
希
望
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
の
う
え

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
千

曲
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー（
上

山
田
庁
舎
・
農
林
課
内
、
内
線

７
２
７
１
）

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か 

～
５
月
は
滞
納
整
理
月
間
～

市
税
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
内
に

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
定

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
と
、
20

日
以
内
に
市
か
ら
督
促
状
を
発
送
し

ま
す
。

督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
10
日

を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
地
方
税
法
第

３
３
１
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納

処
分
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

税
を
滞
納
す
る
と
延
滞
金
が
発
生

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
滞
納

し
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、督
促
手
数
料（
１
０
０
円
）や
延

滞
金
を
徴
収
し
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す

市
税（
法
人
市
民
税
を
除
く
）は
、

全
国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
、
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
い
つ

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
更
埴
庁
舎
・
債
権
管
理
課（
内
線

５
２
４
２･

５
２
４
３
）集

募

県
営
住
宅
の
入
居
者
（
５
月
補
充
）

■
受
付
期
間　
５
月
８
日（
火
）
～

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
で
は
、
河
川
に
関
す

る
情
報
や
意
見
を
把
握
す
る
た
め
、

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
満
20
歳
以
上
で
、
千

曲
川
・
犀
川
に
接
す
る
機
会
が

多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心
が
あ
る

人
。
活
動
範
囲
の
近
隣（
5
㌔
以

内
）に
居
住
す
る
人
。

＊
公
職
に
就
い
て
い
る
人
は
除
き
ま

す
。

■
業
務
内
容
　
千
曲
川
・
犀
川
に
お

け
る
河
川
の
利
用
状
況
や
河
川
環

境
に
関
す
る
意
見
な
ど
最
低
月
１

回
の
報
告
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

■
任
期
　
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
報
酬
　

　
月
額
４
５
８
０
円（
予
定
）

■
応
募
締
切　
５
月
25
日（
金
）

■
応
募
方
法　
郵
便
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し「
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
応
募
用
紙
希
望
」と
記
載

の
う
え
応
募
用
紙
を
取
得
す
る

５
月
５
日
（
土
・
祝
）
か
ら
11
日

（
金
）
は
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す

■
平
成
30
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」

千
曲
市
の
郷
土
食
を
作
ろ
う

「
郷
土
料
理
講
習
会
」

千
曲
市
に
伝
わ
る
昔
な
が
ら
の
郷

郷土料理講習会の日程など

期　日 郷土食

６月９日（土） かしわ餅

７月14日（土） 季節の野菜の
うすやき

９月８日（土） うずまきかりんとう
きのこの漬物

12月８日（土） おとうじ
　平成31年

２月９日（土） やしょうま

14
日（
月
）

■
受
付
場
所　
住
宅
供
給
公
社
３
階

＊
募
集
の
詳
細
は
、
長
野
県
住
宅
供

給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
県
住
宅

供
給
公
社
・
県
営
住
宅
課（
℡

０
２
６

－

２
２
７

－

２
３
２
２
）

景
観
育
成
住
民
協
定

景
観
育
成
住
民
協
定
は
、
地
域
に

暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
特
色
あ

る
景
観
を
守
り
育
て
る
た
め
の
協
定

を
締
結
し
た
場
合
に
、
県
知
事
が
認

定
す
る
制
度
で
す
。

協
定
の
内
容
は
、
建
物
や
工
作
物

な
ど
の
位
置
・
規
模
・
デ
ザ
イ
ン
・

色
彩
な
ど
に
関
す
る
こ
と
や
、
敷
地

や
沿
道
の
緑
化
や
樹
木
の
保
存
な
ど

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
地
域
の
景
観

の
保
全
・
育
成
に
関
す
る
こ
と
が
含

ま
れ
て
い
れ
ば
特
に
制
限
が
な
く
、

広
く
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
つ
い
て
の

約
束
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
千
曲
市
に
は
、
市
長
が
認

定
す
る「
景
観
形
成
住
民
協
定
」が

あ
り
ま
す
。
内
容
や
認
定
要
件
、
締

結
に
向
け
た
流
れ
な
ど
は
景
観
育
成

住
民
協
定
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た

め
、
市
で
は
同
時
の
認
定
申
請
を
薦

め
て
い
ま
す
。

■
認
定
要
件

○
町
内
会
・
商
店
街
な
ど
お
お
む
ね

１
㌶
以
上
の
一
団
の
土
地
、
若
し

く
は
お
お
む
ね
30
以
上
の
建
物
を

そ
の
範
囲
に
含
む
一
団
の
土
地
、

又
は
沿
道
な
ど
お
お
む
ね
１
０
０

㍍
以
上
に
わ
た
る
土
地
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
。

○
協
定
の
区
域
内
の
住
民
な
ど
の
お

お
む
ね
３
分
の
２
以
上
の
合
意
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

＊
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

標
語 

『
あ
と
一
歩　
力
に
な
る
よ

そ
の
思
い
』

す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地

域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、

未
来
の
担
い
手
と
し
て
、
個
性
豊
か

に
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
け
る
よ

う
な
環
境
・
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
こ

ど
も
未
来
課（
内
線
６
２
２
７
）

か
、
千
曲
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
手
続
き
・
募
集
」か

ら
応
募
用
紙
を
取
得
し
、
記
入
の

う
え
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
係

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課（
〒
３
８
０
ー

０
９
０
３ 

長
野
市
鶴
賀
字
峰
村

74
番
地
、
℡
０
２
６

－

２
２
７

－

７
７
６
８
、
FAX０
２
６

－

２
２
７

－

４
０
７
１
）

甲
種
防
火
管
理
資
格
取
得
講
習
会

■
日
程
（
２
日
間
）

○
６
月
７
日（
木
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
６
月
８
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

■
定
員　
70
人（
先
着
順
）

■
受
講
料　
６
０
０
０
円

■
申
込
方
法
　
５
月
14
日（
月
）か

ら
25
日（
金
）ま
で
に
印
鑑
と
受

講
料
を
持
参
の
う
え
、
各
消
防
署

で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時

＊
土
曜
・
日
曜
を
除
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

○
戸
倉
上
山
田
消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

０
１
１
９
）

○
更
埴
消
防
署（
℡
０
２
６

－

２
７
４

－

０
１
１
９
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
都

市
計
画
課（
内
線
５
６
２
１
）

水
路
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ

さ
い水

路
に
ご
み
や
刈
草
な
ど
を
捨
て

る
と
、
水
が
汚
れ
る
だ
け
で
な
く
、

流
れ
た
ご
み
が
水
路
を
ふ
さ
ぎ
、
水

が
水
路
か
ら
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。田

ん
ぼ
で
水
を
た
く
さ
ん
使
う
時

期
は
、
ご
み
が
原
因
で
頻
繁
に
水
路

が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、
水
路
沿
線
の

人
が
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
ま
た
水
路
の
環
境
美
化
の
た

め
、
水
路
に
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
５
１
）

ご
み
ゼ
ロ
運
動
を
実
施

地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
、

区
・
自
治
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
団

体
、
事
業
所
か
ら
多
く
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
期
日　
５
月
27
日（
日
）

＊
開
催
時
間
は
、
各
区
・
自
治
会
に

よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
区
・

自
治
会
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
更
埴
庁
舎
・
廃

棄
物
対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

時
30
分
～
４
時（
予
約
制
）

■
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
野

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
公
益

社
団
法
人
長
野
県
看
護
協
会（
℡

０
２
６
３

－

３
５

－

０
０
６
７
）

土
食
や
伝
統
食
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

作
り
ま
す
。

■
日
程　
左
表
の
と
お
り

■
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
■
会
場　
戸
倉
創
造
館

■
講
師　
か
け
は
し
の
会（
食
農
教

育
地
域
リ
ー
ダ
ー
）

■
定
員　
20
人

＊
家
族
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

■
材
料
費

　
１
回
に
つ
き
大
人
５
０
０
円
、
子

ど
も
３
０
０
円

■
申
込
方
法　
５
月
25
日（
金
）ま

で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
上

山
田
庁
舎
・
農
林
課（
内
線

７
２
７
２
）
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人
形
芝
居
を
見
に
行
こ
う

ス
リ
ル
満
点
、
抱
腹
絶
倒
、
奇
想

天
外
の
人
形
劇
で
す
。一
人
の
人
形

つ
か
い
が
、
人
形
だ
け
で
な
く
、ハ
ー

モ
ニ
カ
、
布
、
木
魚
、
番
傘
、
お
客
さ

ん
ま
で
つ
か
い
ま
す
。
大
道
芸
の
雰

囲
気
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
17
日（
日
）

■
開
演　
午
前
10
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
庁
舎
4
階
大
会
議
室

■
対
象　
ひ
と
り
親
家
庭

■
内
容　
肩
掛
け
人
形
芝
居

■
申
込
方
法　
５
月
18
日（
金
）ま
で

に
電
話
か
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
こ

ど
も
未
来
課（
内
線
６
２
２
５
）

冠
着
山
と
古
道
を
歩
こ
う

■
日
時　
５
月
13
日（
日
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
頃（
雨
天
中

止
）

■
集
合
場
所　
智
識
寺

■
コ
ー
ス　
智
識
寺
→
林
道
登
り
口

→
曽
根
堂
→
県
道
→
冠
着
山
→

四
十
八
曲
峠（
古
道
）→
林
道
登

り
口

＊
登
り
の
き
つ
い
斜
面
が
あ
り
ま

春
の
冠
着
山
自
然
観
察
会

新
緑
の
冠
着
山
を
ゆ
っ
く
り
登
り

な
が
ら
、
登
山
道
脇
の
花
々
や
夏
鳥

な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

■
日
時　
５
月
19
日（
土
）
午
前
９

時
～
午
後
２
時
頃（
悪
天
中
止
）

■
集
合
場
所　
坊
城
平
い
こ
い
の
森

駐
車
場

■
観
察
場
所　
坊
城
平
～
冠
着
山
山

頂
■
持
ち
物　
双
眼
鏡
、
筆
記
用
具
、

雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、
お
や
つ
、

持
っ
て
い
る
人
は
千
曲
市
自
然
観

察
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

■
服
装　
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き

な
れ
た
靴

■
参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
）

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
曲
市
環
境
市
民
会

議
事
務
局（
℡
０
８
０

－

６
９
９
４

－

４
８
２
０ 

連
絡
は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
で
）

五
里
ケ
峰
市
民
登
山

■
日
時　
５
月
27
日（
日
）午
前
８
時

～
午
後
２
時
30
分
頃（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所　
戸
倉
体
育
館

■
コ
ー
ス　
戸
倉
体
育
館
→
福
井
→

五
里
ケ
峰
→
磯
部
→
戸
倉
体
育
館

■
持
ち
物　
昼
食
、
水
筒
、
お
や
つ
、

雨
具
な
ど

■
申
込
方
法　
５
月
18
日（
金
）ま
で

に
、
戸
倉
体
育
館
ま
た
は
、
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
用

紙
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
五
里
ケ
峰
市
民
登
山
実
行
委
員
会

（
千
曲
市
体
育
協
会
事
務
局
内
℡

０
２
６

－

２
７
３

－

０
０
１
０
）

期日 時間 内容 持ち物 参加費

5月11日(金) 午後１時～
　　２時30分

【あなたの悩み、骨盤の歪みのせいかも？】
骨盤が歪むとなぜいけないのか？ その講義と
骨盤の検査をします。

ハ ン ド タ オ
ル、ノート、
筆記用具

1,500円

5月11日(金)
     26日(土)

午前10時～
　　11時30分

【セルフマツエク体験レッスン】
自身でまつげエクステをつける体験をします。 － 1,500円

5月18日(金) 午前９時30分
　　　　～正午

【布小物教室　初級編】
子どもに人気の移動ポケットを作ります。

家 庭 用 ミ シ
ン、裁縫道具 1,900円

5月19日(土) 午前10時～
　　　　　正午

【ローズキャンドルレッスン】
ローズとアジサイでデコレーションしてキャンド
ルを作ります。

エプロン 1,500円

5月22日(火) 午前10時～
　　　　　正午

【羊毛フェルトで作る多肉植物】
「多肉植物」を羊毛フェルトで作ります。 － 1,200円

5月23日(水) 午前10時～
【新しい刺激を楽しもう！ 笑顔で脳トレいき
いきヨガと健康ランチ】
アンチエイジングで健康促進を図ります。

ヨガマットまた
は大きめのバ
スタオル、タオ
ル、飲み物

1,900円

5月24日(木) 午前10時～
　　　　　正午

【手帳型スマートフォンカバー作り】
お気に入りの布でスマホカバーを作ります。

布、スマホハー
ドカバー（平面
のもの）

1,500円

5月27日(日) 午前9時30分
　　　～正午

【インターバル速歩と健康ランチ】
健康的な生活の再設計に挑戦します。 帽子、飲み物 1,500円

5月30日(水) 午前10時～
　　　　　正午

【バースデーとハーフバースデーフォト】
写真映りがよいブースでかわいい子どもの写真
を撮ります。

子ども着替え 2,500円

6月2日(土)
　  3日(日) 午前10時～ 【旬たまねぎの収穫体験】

たまねぎの収獲体験をします。
長靴、軍手、
はさみ

1,000円
（10kg)
2,000円
（20kg)

白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

●
共
通
事
項

■
会
場
　
白
鳥
園

■
申
込
方
法　
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
湯
の
さ

と
ち
く
ま
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－

2
7
5

－

0
4
0
0
、
電
子
メ
ー

ルinfo@
hakuchoen.jp

）

ち
く
ま
未
来
フ
ェ
ス
タ

誰
も
が
気
軽
に
楽
し
め
る
交
流
イ

ベ
ン
ト「
ち
く
ま
未
来
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
て
み
よ
う
」

で
す
。

■
日
時　
５
月
26
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館（
イ
ン
ナ

ー
コ
リ
ド
ー
ほ
か
）

■
内
容　
体
験
ブ
ー
ス（
自
衛
隊
、

重
機
、
職
業
体
験
な
ど
）、
協
賛

企
業
ブ
ー
ス
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
ス
テ
ー
ジ

発
表
、大
抽
選
会
な
ど

＊
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
当
日
受
付
を

行
な
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ち
く
ま
未
来

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局 

伊
藤（
℡
０
８
０

－

３
４
１
５

－

４
１
８
３
）

し

物

催

第
12
回
み
ん
な
で
育
て
る
協
働
の

森
づ
く
り
（
千
曲
市
植
樹
祭
）

大
池
市
民
の
森
で
植
樹
作
業
を
行

な
い
ま
す
。
小
さ
な
苗
木
な
の
で
、

子
ど
も
で
も
簡
単
に
植
え
ら
れ
ま

す
。市

民
や
企
業
の
皆
さ
ん
の
参
加

で
、
緑
あ
ふ
れ
る
森
を
育
て
ま
し
ょ

う
。

■
日
時　
５
月
12
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

＊
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

■
会
場　
大
池
市
民
の
森（
八
幡
）

■
内
容

○
午
前　
植
樹
活
動

○
午
後　
木
工
教
室
、
薪ま

き

割
り
体

験
な
ど（
雨
天
時
は
内
容
変
更
あ

り
）

＊
小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物　
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、雨
具

＊
昼
食
時
に
汁
物
が
出
ま
す
。

■
服
装　
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、長
靴
、

帽
子
、軍
手

■
申
込
方
法　
５
月
11
日（
金
）

ま
で
に
大
池
総
合
案
内
所（
℡

０
２
６

－

２
７
２

－

５
３
７
２
）

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

■
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
６
１
）

す
。
体
力
を
考
え
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

■
参
加
費　

　
１
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

■
持
ち
物　
昼
食
、
飲
料
水
、
お
や

つ
、雨
具
な
ど

■
服
装　
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、帽
子
、

軍
手
、山
道
を
歩
け
る
靴

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
み
ど
り
を
守
る
会 

杉
本

（
℡
０
８
０

－

１
０
３
８

－

８
６
２
３
）
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委
員
会
の
開
催

傍
聴
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会

■
日
時
　
５
月
30
日（
水
）　
午
前
9
時
～

■
会
場
　
戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
５
月
28
日（
月
）　
午
後
3
時
～　

■
会
場
　
上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先
　
上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）

　
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）　

■
日
時　
５
月
20
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務

を
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

５

●
質
問
　
千
曲
市
に
結
婚
相
談
が
で
き
る
場
所
は
あ
り
ま
す

か
。

●
回
答（
こ
ど
も
未
来
課
）　
千
曲
市
で
は
、
千
曲
市
社
会
福
祉

協
議
会（
以
降
、
市
社
協
）に
委
託
し
て
、
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
独
身
者
を
対
象
に
結
婚
相
談
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
料
は
、２
年
間
で
１
万
円
で
、相
談
料
、お
見
合
い
料
や
成

婚
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
10
人
の
相
談
員
が
、
月

２
回（
第
１
週
土
曜
日
、
第
２
日
曜
日
）相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
市
社
協
の
担
当
職
員
が
平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
４
時
30
分
の
間
は
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
る
体

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
安
心
し
た
婚
活
が
で
き
る
と
好
評
を
得
て
お
り
、
現
在
登
録

者
は
90
人
を
超
え
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
平
成
30
年
１
月
ま
で

で
44
組
が
成
婚
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
市
社
協（
℡
２
７
６

－

２
６
８
７
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
５
月
17
日（
木
）午
前
9
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室（
先

着
順
）

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

よ
う
こ
そ
市
長
室

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

5／3
（木・祝）

鴇沢内科クリニック（屋代）026-272-3713
坂口整形外科（屋代）026-273-8680
やまざき医院（上徳間）026-276-2700

あかいけ歯科クリニック
（坂城町）0268-81-3377

お日さま薬局（小島）026-272-0229
戸倉いせや薬局（上徳間）026-261-0070

5／4
（金・祝）

稲荷山医療福祉センター（野高場）
026-272-1435
かいぬま耳鼻咽喉科医院（内川）
026-275-3341
東信よしだ内科（坂城町）0268-81-1330

柳沢歯科医院（稲荷山）
026-273-5638

あんず薬局（桜堂）026-272-8200
ウエルシア薬局千曲内川店（内川）
026-261-5280

5／5
（土・祝）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
市川内科医院（上山田温泉）026-275-5515

千曲中央病院歯科（杭瀬
下）026-273-2130

ウエルシア薬局千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208
やまざき薬局（上山田温泉）026-261-0071

5／6
（日）

かつの耳鼻咽喉科（粟佐）026-274-3387
長野寿光会上山田病院（上山田温泉）
026-275-1581

長野寿光会上山田病院歯
科（上山田温泉）
026-276-0300

粟佐ひとみ薬局（粟佐）026-273-6730
大井薬局（上山田温泉）026-275-1045

5／13
（日）

あんずの里クリニック（森）026-272-1005
森本眼科クリニック（内川）026-285-0020

こみやま歯科医院（力石）
0268-81-7011

JA あんずいせや薬局（雨宮）026-273-3108
タカチ薬局（内川）026-275-1624

5／20
（日）

二階堂医院（磯部）026-275-5582
村上堂大井クリニック（坂城町）
0268-81-3131

しおいり歯科医院（雨宮）
026-273-8080 磯部土屋薬局（磯部）026-275-6464

5／27
（日）

岡田外科医院（稲荷山）026-272-2828
いろかわ医院（坂城町）0268-82-2143

関歯科医院（粟佐）
026-285-0418

上野屋薬局（稲荷山）026-272-1053
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

6／3
（日）

島田クリニック（小島）026-273-8788
稲荷山医療福祉センター（野高場）
026-272-1435

あかいけ歯科クリニック
（坂城町）
0268-81-3377

調整中

＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。当番医・当番薬局は変更になる場合があります。受診する人は、
当番医の場合は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に確認してください。

○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください  ゆずります

レコードプレーヤー、女子
用卓球ユニフォーム、キュ
ボロ、製麺機、農業用トン
ネル、ビデオデッキ、ロッ
キングチェア、ウェットス
ーツ

剣道の防具、洋服ダンス、照明器具、ケヤキの根、Ｖ
ＨＳビデオテープ、エレクトーン、漬物用容器、つり
竿、電子ピアノ、ポータブルトイレ、子ども用学習
机、電動介護ベッド、スキーウェア、ロックミシン、
たこやき器、まき用の木、食器棚、電子ピアノ、米び
つ

■
納
付
期
限　
５
月
31
日（
木
）

５
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（
１
期
分
）

○
軽
自
動
車
税

○
介
護
保
険
料（
２
期
分
）

○
保
育
料（
５
月
分
）

○
公
共
下
水
道
使
用
料（
２
期
分
）

○
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
５
月
分
）
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★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jpー　相談は無料です　ー

定例の相談
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相談内容 日時 時間 会場 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（旧 JA
ちくま杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代
の就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 ５月９日（水） 午後1時30分～
4時 千曲市ふれあい福祉センター 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 ５月９日（水） 午後1時30分～
4時30分 戸倉保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）

女性相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分 戸倉庁舎・こども未来課 戸倉庁舎・こども未来課

内線6225
借金問題・消費

生活相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
5月12日（土）

午前9時～正午
戸倉創造館 創作室2 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687
＊相談日直前の金曜日正午までに

電話予約が必要です。5月20日（日） 更埴文化会館 2階小会議室

市民に寄り添う
人権相談 5月19日（土） 午後1時～4時  戸倉創造館 創作室2

戸倉庁舎・人権・男女共同参画課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜か
ら日曜までの午前8時30分から
午後5時まで受付　

℡026-274-3232

障がい者（児）相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
5月10日（木） 午後1時30分～

4時30分
ふれあい福祉センター更埴 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）5月24日（木） 千曲市ふれあい福祉センター

法律相談
6月12日（火）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要6月26日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談
5月8日（火）

午後1時～3時
戸倉庁舎 2階 更埴庁舎・総務課

内線52125月12日（土） 稲荷山太陽の園

年金相談（更埴）
平日の

毎週火・金曜日
午前9時～
午後5時 更埴庁舎年金相談コーナー

更埴庁舎・市民課
内線5434

5月10日（木）
5月24日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線62655月14日（月） 午前9時～

午後4時
＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12/29～1/3）を除いた日のことです。

落
と
し
物
・
拾
い
物
は
届
出
を

　
平
成
29
年
中
、千
曲
警
察
署
管
内
で
は
、

落
と
し
物
は
１
５
７
５
件
あ
り
、拾
い
物
は

２
１
２
１
件
の
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

○
落
と
し
物
を
し
た
と
き

　
落
と
し
物
の
届
出
は
、電
話
で
も
可
能
で

す
。落
と
し
主
の
調
査
が
で
き
る
品
が
入

っ
て
お
ら
ず
、
落
と
し
物
の
届
出
が
な
い

た
め
返
還
で
き
な
い
小
銭
入
れ
や
鍵
な

ど
が
沢
山
あ
り
ま
す
。諦
め
ず
に
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、長
野
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

落
と
し
物
情
報
の
検
索
も
で
き
ま
す
。

○
拾
い
物
を
し
た
と
き

　
落
と
し
主
に
早
く
返
還
で
き
る
よ
う
、

お
近
く
の
交
番
・
駐
在
所
・
警
察
署
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、
お
店
で

拾
い
物
を
し
た
場
合
は
、
従
業
員
を
通

じ
、
施
設
占
有
者
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。連
休
中
に
取
扱
い
が
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。お
出
か
け
の
際
は
お

気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

 
おすすめの一冊

著／高氏貴博
出版社／宝島社

2017年6月12日に 上
野動物園で5年ぶりと
なるジャイアントパン
ダの赤ちゃんが誕生し
ました。その名はシャ
ンシャン。あなたはも
う会いに行きましたか。

「 こんにちは！
　　　　シャンシャン」

更
埴
西
図
書
館 

新
刊
図
書

更埴図書館

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

　
5
月
26
日（
土
）午
前
10
時
30

分
～（
ロ
ビ
ー
お
は
な
し
会
）

○
更
埴
西
図
書
館

　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説

『
修
羅
の
都
』伊
東
潤

『
身
代
わ
り
忠
臣
蔵
』土
橋
章
宏

『
樽
と
タ
タ
ン
』中
島
京
子

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
動
物
は
い
つ
か
ら
眠
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
？
』大
島
靖
美

『
ハ
ギ
レ
で
作
る
か
わ
い
い
布
こ
も

の
』ブ
テ
ィ
ッ
ク
社

○
児
童
向
け

『
く
だ
も
の
っ
こ
の
花
』

た
か
ど
の
ほ
う
こ

『
し
ら
と
り
く
ん
は
て
ん
こ
う
せ
い
』

枡
野
浩
一

『
だ
れ
の
い
す
？
』

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ウ
ェ
イ
ア
ン
ト

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

○
小
説

『
浅
見
光
彦
と
七
人
の
探
偵
た
ち
』

内
田
康
夫

『
雲
上
雲
下
』朝
井
ま
か
て

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
美
女
は
天
下
の
回
り
も
の
』

林
真
理
子

『
か
し
こ
い
子
が
育
つ
足
う
ら
マ
ッ

サ
ー
ジ
』鈴
木
き
よ
み

『
き
み
に
贈
る
本
』中
村
文
則

○
児
童
向
け

『
も
う
ち
ょ
っ
と
も
う
ち
ょ
っ
と

（
日
本
傑
作
絵
本
シ
リ
ー
ズ
）』

高
畠
純

『
か
ぶ
き
や
パ
ン
』か
ね
ま
つ
す
み
れ

○
小
説

『
イ
ザ
ベ
ル
に
薔
薇
を
』伊
集
院
静

『
怪
盗
不
思
議
紳
士
』我
孫
子
武
丸

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
カ
ジ
ュ
ア
ル
は
楽
し
い
！
』

あ
わ
の
さ
え
こ

『
た
す
か
る
料
理
』按
田
優
子

○
児
童
向
け

『
か
ぜ
か
ぜ
か
ぜ
』山
田
美
津
子

『
き
も
だ
め
し
キ
ャ
ン
プ
』吉
田
純
子

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

平成 30 年市内事件・事故累計

（3 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 17件（+ ５）
自転車盗 ７件（±０）
車上狙い ４件（+ ２）
その他 ５件（－１）

交
通
事
故

件数 69件（－５）
死者 0人（－２）
傷者 90人（＋１）

 人気の本ベスト3     【旅　行】

１位『るるぶ信州18』ＪＴＢパブリッシング
２位『石垣・宮古 竹富島･西表島17－18』
                                                 昭文社
３位『るるぶ東京観光18』
                             ＪＴＢパブリッシング

日 月 火 水 木 金 土

1* 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31*

5月の図書館カレンダー

更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
上山田公民館図書室　休館日

＊祝日振替休館日：5月1日
＊月末図書整理休館日：5月31日



　31  　市報千曲　平成30年5月

い こ い の 広 場
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「
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
」

健康コラム健
診
は
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り

生
活
習
慣
を
振
り
返
る
絶
好
の
機
会

で
す
。
自
分
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
て
も
、
生
活
習
慣
病
は

自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
気

が
付
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。

血
管
が
傷
み
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る

と
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
命

に
か
か
わ
る
疾
患
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
健
診
デ
ー
タ
と
生
活
の
関
係

健
診
受
診
後
は
結
果
を
そ
の
後
の

生
活
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
健
診
デ

ー
タ
に
は
、
体
質
や
年
齢
、
遺
伝
的

要
素
、
生
活
習
慣
と
し
て
食
生
活
、

飲
酒
、
喫
煙
、
仕
事
・
運
動
、生
活
リ

ズ
ム
が
関
係
し
ま
す
。

下
表
は
基
準
よ
り
高（
低
）値
の
検

査
項
目
と
関
係
す
る
栄
養
素
な
ど
の

関
係
を
表
し
ま
し
た
。

○
健
診
を
受
診
し
て
健
康
管
理
を

健
診
は
毎
年
継
続
し
て
受
診
す

る
こ
と
で
、
デ
ー
タ
の
経
年
変
化
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
健
診
結
果

に
よ
り
治
療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
適
切
な
治
療
に
よ
り
値
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
で
、
血
管
を
守
り
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
を
予

防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
診
を
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
よ
う

第 49 回

わ
た
し
の

　
子
育
て

き
で
仕
方
が
な
い
様
子
だ
。

も
ち
ろ
ん
大
変
な
こ
と
も
多
い
。

何
で
も
自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
が
、

で
き
な
い
と
す
ぐ
癇か

ん
し
ゃ
く癪

を
起
こ
し

大
音
量
で
泣
く
。
食
事
も
時
間
が
か

か
る
。
遊
ん
だ
後
の
片
づ
け
を
素

直
に
で
き
な
い
な
ど
色
々
あ
る
が
、

成
長
の
証
と
は
思
い
つ
つ「
早
く
食

べ
て
」「
片
づ
け
な
い
な
ら
捨
て
る

よ
」な
ど
典
型
的
な
Ｎ
Ｇ
フ
レ
ー
ズ

で
し
か
叱
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
で
は
ま
ず
い
と
思
い
、
先

日
、
励
ま
し
の
技
術
を
学
べ
る
講
座

に
参
加
し
た
。
そ
こ
で
は「
○
時
ま

で
に
食
べ
よ
う
」「
一
緒
に
片
づ
け

よ
う
。
ど
っ
ち
が
早
い
か
な
」な
ど

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
で
伝
え
た
方
が

い
い
こ
と
を
学
ん
だ
。

子
ど
も
が
よ
り
良
い
成
長
を
す
る

た
め
の
言
葉
が
け
は
と
て
も
難
し
い

こ
と
だ
が
、「
マ
マ
大
好
き
」と
言
っ

て
く
れ
る
娘
た
ち
の
た
め
に
私
も
成

長
し
て
い
き
た
い
。

３
歳
の
長
女
が
泣
い
て
い
る
。
１

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
次
女
は
心
配

そ
う
に
姉
の
顔
を
の
ぞ
き
込
み
、
背

中
を
擦さ

す

っ
た
り
頭
を
な
で
た
り
し
て

い
る
。
優
し
さ
に
姉
妹
愛
を
感
じ
、

愛い
と

お
し
く
思
う
瞬
間
だ
。

長
女
は
、
次
女
妊
娠
中
に
赤
ち
ゃ

ん
返
り
が
見
ら
れ
、
断
乳
し
て
い
た

の
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
っ
ぱ

い
を
触
り
た
が
っ
た
。
い
ざ
出
産
し

た
ら
妹
を
い
じ
め
な
い
か
心
配
だ
っ

た
。
し
か
し
今
、
そ
ん
な
心
配
を
よ

そ
に
長
女
は
次
女
の
面
倒
を
よ
く
見

て
く
れ
る
。
お
む
つ
交
換
や
着
替
え

の
手
伝
い
の
ほ
か
に
も
、
次
女
が
泣

く
と「
大
丈
夫
だ
よ
」と
言
っ
て
ギ

ュ
ッ
と
抱
き
し
め
て
く
れ
る
。
一
番

心
配
し
て
い
た
授
乳
の
際
は「
い
っ

ぱ
い
飲
ん
で
ね
」と
言
い
な
が
ら
沢

山
出
る
よ
う
に
お
っ
ぱ
い
を
揉
ん
で

も
く
れ
る
。
次
女
は
こ
の
よ
う
な
姉

の
優
し
さ
を
肌
で
感
じ
、
そ
れ
を
行

動
と
し
て
表
し
て
い
る
。
姉
が
大
好

第
85
話

岡村　恵理奈さん（新田）

ブレアー

第
　
回
67

　
い
よ
い
よ
５
月
５
日
、６
日
は
今

シ
ー
ズ
ン
の
最
終
戦
を
迎
え
ま
す
。

　
ま
た
、７
シ
ー
ズ
ン
ホ
ー
ム
ア
リ

ー
ナ
と
し
て
活
動
し
て
い
た
戸
倉
体

育
館
で
の
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま

す
。

　
B
リ
ー
グ
一「
小
さ
く
」、最
も

「
ア
ツ
い
」ア
リ
ー
ナ
戸
倉
体
育
館
。

　
会
場
の
雰
囲
気
を
目
に
焼
き
付
け

て
み
ま
せ
ん
か
？ 

迎
え
撃
つ
は
強

豪
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
。

　
会
場
を
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
イ
エ
ロ
ー

に
染
め
て
勝
利
で
シ
ー
ズ
ン
を
締
め

く
く
り
ま
し
ょ
う
！

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ

■
チ
ケ
ッ
ト
購
入
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

戸
倉
体
育
館
ラ
ス
ト
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
を
満
員
に
し
よ
う
！

第  回１２

信
州
千
曲
観
光
局
で
旅
行
業
を
担

当
し
て
い
る
堀
内
由
貴
で
す
。

観
光
局
で
は
こ
の
春
か
ら
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
観
光
局
企
画
・

実
施
の「
着
地
型
旅
行
商
品
」の
販

売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
商

品
の
中
に
は
地
域
の
方
々
の
声
を
参

考
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
も
多
く

あ
り
ま
す
。「
地
元
の
人
だ
か
ら
知

っ
て
い
る
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
」と

「
よ
そ
者
目
線
で
見
つ
け
た
千
曲
市

の
魅
力
」を
組
み
合
わ
せ
た
商
品
に

仕
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

観
光
客
と
し
て
千
曲
市
を
訪
れ
た

方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
千
曲
市
や

近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。「
千
曲
市
民

だ
け
ど
こ
ん
な
場
所
や
お
店
が
あ
る

な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
よ
！ 

」な
ん

て
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

今
後
も
観
光
局
で
は
季
節
に
合
わ

せ
た
魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
販
売

し
て
い
く
予
定
で
す
。「
ち
く
ま
の

魅
力
」を
再
発
見
す
る
意
味
で
も
、

地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
を
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
見
て
み
て
く
だ

さ
い
♪

▲「ちくま旅」パンフレット

▲４月１日に実施した「座禅・寺ヨ
ガ体験」の様子

検査項目（血液中の物質） 関係する栄養素など 主な食品

血糖 糖 　ごはん、果物、菓子類（砂糖）、
　酒類

中性脂肪 脂質、糖、蛋
たんぱくしつ

白質 　調味料（油脂）、肉、魚、大豆　
　類、卵ＬＤＬコレステロール

ＨＤＬコレステロール 蛋白質、脂質

ＡＳＴ、ＡＬＴ、γ - ＧＴＰ アルコール、糖、脂質、蛋白質 　すべての食品

尿酸 プリン体（蛋白質） 　肉、魚、きのこ

血圧 食塩（Na） 　調味料（塩、醤油、みそなど）
　加工品、練り製品など

　
来
シ
ー
ズ
ン
は
ど
ん
な
感
動
、興

奮
が
待
っ
て
い
る
の
か
！ 
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
の
動
き
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、来
シ
ー
ズ
ン
の『
ウ
ォ
リ

ア
ー
ズ
タ
ウ
ン
会
員
』も
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
株
式
会
社
信

州
ス
ポ
ー
ツ
ス
ピ
リ
ッ
ト（
℡

０
２
６

－

２
１
４

－

７
０
２
２
、

平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

▲会場をブースターで満員にしよう
　
来
シ
ー
ズ
ン
の
ブ
ー
ス
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
し
た

▲
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更埴子育て支援センター

上山田子育て支援センター　
開館日　午前８時30分～午後５時
休館日　

【更　埴】毎週土曜日
【上山田】毎週日曜日
℡026-273-6180（更　埴）
℡026-275-6017（上山田）

栄養相談

午前10時～午後３時
上山田　5月10日（木）
更　埴　5月18日（金）

ベビーママサロン

午前10時～11時
上山田　5月18日（金）
更　埴　5月21日（月）

お誕生日おめでとう会

午前11時～正午 
（10分前にお越しください ）           
上山田　5月24日（木）
更　埴　5月25日（金） 
■持ち物　麦茶、お手ふき

親子ふれあいミニミニ講座

更埴子育て支援センター上山田子育て支援センター

午前11時～11時30分

開催日 内　容

5月10日（木）うたってあそぼう＆
　　　　　　こどもの日おめでとう会

5月17日（木）うたってあそぼう＆パネルシアター

5月24日（木）うたってあそぼう＆
お話ネットワークによる絵本の読み聞かせ

5月31日（木）うたってあそぼう＆工作

開催日 内　容
5月2日（水） うたってあそぼう＆大型絵本
5月9日（水） うたってあそぼう＆

ララさ・り・まさんによるおはなしシアター
5月16日（水）うたってあそぼう＆

お話ネットワークによる絵本の読み聞かせ
5月23日（水）うたってあそぼう＆避難訓練
5月30日（水）うたってあそぼう＆わくわくおはなしランド

更埴子育て支援センター (3月お誕生日おめでとう会）

上山田子育て支援センター（3月お誕生日おめでとう会）
（今回は、支援センターに遊びに来ていたお友だちと一緒にお祝いしました）

■参加費　150円（写真代など）
■対象　   5月に生まれた子ども
              とその保護者です。
＊事前に各子育て支援センターに

申し込んでください。

うたってあそぼう＆はじめまして

生ひじき　　　40g
（乾燥ひじきの場合は 4.5g）
キャベツ　　  150g
きゅうり　　　 35g
にんじん　　 　10g
薄口醤油　　　小さじ 1 強

①　生ひじきはゆでて冷やし、薄口醤油で下味をつける（乾燥ひじき
　を使う場合は、戻してからゆでる）。

②　キャベツ、にんじんはせん切りに、きゅうりは輪切りにし、ゆでて
　冷やしておく。

③　上白糖、塩、こしょう、酢、サラダ油を混ぜ合わせ、ドレッシング
　を作る。

④　①と②を、③のドレッシングであえる。
＊　調味料の分量はお好みで変えてください。

ひじきサラダ
第１学校給食センター

【材料（4 人分）】

【作り方】

給食レシピ紹介

上白糖　　　小さじ 1/2
塩　　　　　少々
こしょう　　少々
酢　　　　　小さじ 1 と 1/2
サラダ油　　小さじ 1 弱

給食で人気のあるサラダです。煮物とは違っ
た調理法で、ひじきをおいしく食べられます。

ちくまっこ通信

　更埴子育て支援センターで「うたってあそぼ
う＆はじめまして」が開かれました。
　今年度初めての親子ふれあいミニミニ講座で
したが、26組の親子が参加しました。お母さん
も子どもも仲良くなるために自己紹介をした
り、歌、体操や絵本の読み聞かせなどで楽しん
だりしていました。

4 
5

　子どもが大きくな
ったので初めて参加
しました。子どもが
好きな電車のおもち
ゃなどがあり、楽し
く遊んでいてよかっ
たです。

齋藤　真由さん　（打沢）
　　　光くん

Voice Voice 
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スポーツ 

３月 28 日に平昌オリン
ピックでスケルトン女子代
表として初出場し、19 位の
成績を収めた丸善食品工業
株式会社所属の小口貴子さ
ん（長野市）が更埴庁舎市長
室を訪れました。

小口さんは 2003 年の
大学２年生のときに同競技
と出会いました。一時、競
技から離れていましたが
2008 年に復帰し、競技を
続けました。「（大会で）記憶
があるのは自分の名前をコ
ールされながらスタートラ
インに立った瞬間です」と
振り返り、また「長年、ずっ
と夢見てきたオリンピック
の舞台に立てたことは、皆
さんの応援のおかげです」
と話しました。

第 63 回あんずまつりが４月１日から４月 15 日まで
開催されました。

満開を迎えたあんずの里スケッチパークでは、お花見
を楽しむ家族連れなどが写真撮影をしながら楽しんでい
る姿が見られました。

今年のあんずの開花は３月 29 日で例年より９日早
く、観測史上２番目に早い開花となりました。

CHIKUMA TOPICS

　行事 

３月 21日にハンガリー卓球連盟ゾルタン・ドゥベーツ
ィ理事が２０２０年東京オリンピック・パラリンピックに
向け同国卓球チームの事前合宿の候補地として建設中の
新更埴体育館を視察しました。当日は、ハンガリー友好協
会、県卓球連盟など約 60 人が同国の国旗を振りながら歓
迎しました。なお、市は 2005 年に開催されたスペシャル
オリンピックス冬季世界大会長野で、同国のホストタウン
になっています。

CHIKUMA TOPICS

ハンガリー卓球理事、千曲市を視察視察

CHIKUMA TOPICS

平
ピョンチャン

昌 オリンピックスケルトン代表、小口貴子選手が市長に出場報告報告

第63回　あんずまつり

市内の情報を Facebook
と動画で発信中

４月１日に更埴庁舎講堂で、平成 30 年度千曲市消防
団・婦人消防隊の任命式が行なわれました。新団長へ任
命書が渡されたほか、新幹部、新入団員など約１５０名
に辞令が交付されました。

消防団は、住民の生命、身体、財産を災害から守り被
害を軽減することを任務とし、婦人消防隊は災害時の応
急手当などの後方支援を行ないます。平成 30 年度の消
防団員は７８５人、婦人消防隊は４２９人です。

CHIKUMA TOPICS

千曲市消防団・婦人消防隊任命式

３月 22 日にチアリーディングチーム「千曲キューティ
アンズ」のメンバー４人が更埴庁舎市長室を訪問し、「ＵＳ
Ａナショナルズ（全国選手権大会）」の出場報告を行ないま
した。同チームは信州ブレイブウォリアーズの公式戦や千
曲川ハーフマラソンなどに出演し、パフォーマンスを披露
しています。

３月 25 日に幕張メッセで行なわれた全国大会では、す
ばらしい活躍を見せてくれました。

CHIKUMA TOPICS

千曲キューティアンズ全国大会出場 　任命報告

スポーツ 
CHIKUMA TOPICS

平
ピョンチャン

昌 パラアイスホッケー代表、中村稔幸選手が市長に出場報告報告

平昌パラリンピックでパ
ラアイスホッケー代表とし
て出場し、８位の成績を収
めた千曲社会福祉協議会所
属の中村稔幸選手（内川）
が更埴庁舎市長室を訪れま
した。

２回目のパラリンピック
出場となった中村選手は、
今大会５試合に出場し「競
技をやるからには目指して
いた舞台。その舞台に立て
たことは光栄です」と話し
ました。
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　戸倉庁舎（〒389-0892長野県千曲市大字戸倉2388番地、℡026-273-1111、FAX026-275-0238）
　上山田庁舎（〒389-0897長野県千曲市上山田温泉四丁目15番地１、℡026-273-1111、FAX026-276-0796）　

●市報千曲５月号の印刷費は、１部あたり約29円です。

平成30年5月 　 36　
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●千曲市メール配信サービス

　千曲市から災害情報、
防犯情報などを電子メ
ールでお届けします。

●マチイロ（無料アプリ）で市報を読もう

▲利用登録はこちら

人の動き

 世帯数　21,900（＋32）

 人　口　59,544人（－85）

 　男　　28,810人（－49）

 　女　　30,734人（－36）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成30年４月１日現在） 平成30年

３月中の動き
転入 401人
転出 453人
出生 33人
死亡 66人

▲利用登録はこちら

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。

編

集

　

記

後

● 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
　「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

新
年
度
を
迎
え
て
１
か
月
が

経た

ち
ま
す
が
、
新
入
生
や
新
入

社
員
の
皆
さ
ん
は
、
新
し
い
環

境
に
慣
れ
て
き
た
で
し
ょ
う

か
。私
も
、
今
年
度
か
ら
新
し

く
秘
書
広
報
課
に
配
属
と
な
り

ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
わ
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
慌
し
い

日
々
を
過
ご
し
、
家
に
帰
る
と

泥
の
よ
う
に
眠
る
毎
日
で
す
。

張
り
切
っ
て
頑
張
る
こ
と
も
大

切
で
す
が
、
疲
れ
す
ぎ
て
５
月

病
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
度
な

息
抜
き
も
し
つ
つ
、
新
生
活
を

充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
！　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滝
沢

「
第
15
回
坊
っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞
」の
短
編
シ
ョ
ー
ト

シ
ョ
ー
ト
部
門
で
、
応
募
総
数
１
０
８
７
点
の
中
か
ら

大
賞
を
受
賞
し
た
作
品「
オ
ト
ナ
バ
ー
」の
作
者
が
、料

理
店「
柏
屋
」七
代
目
当
主
の
塚
田
浩
司
さ
ん
だ
。

塚
田
さ
ん
は
、
21
歳
の
と
き
に
長
野
市
で
ダ
イ
ニ
ン

グ
バ
ー
を
経
営
し
始
め
、23
歳
の
と
き
に「
柏
屋
」の
七

代
目
当
主
と
な
っ
た
。
以
前
か
ら
小
説
を
書
く
こ
と
に

興
味
は
あ
っ
た
が
、
仕
事
の
忙
し
さ
か
ら
書
く
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、２
０
１
５
年
に
お
笑
い
コ

ン
ビ「
ピ
ー
ス
」の
又
吉
直
樹
さ
ん
が「
芥
川
賞
」を
受

賞
し
た
の
を
き
っ
か
け
に「
自
分
で
も
書
け
る
か
も
知

れ
な
い
」と
思
い
、２
０
１
６
年
１
月
か
ら
執
筆
活
動

を
始
め
た
。

小
学
生
の
頃
は
コ
ン
ト
の
ネ
タ
を
作
り
、
高
校
生
の

頃
に
は
バ
ン
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
る
な
ど
、「
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
が
好
き
」と
語
る
塚
田
さ
ん
。

小
説
を
書
く
こ
と
の
魅
力
は「
自
分
の
中
で
た
ま
っ
て

い
る
物
を
作
品
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
」

と
声
を
弾
ま
せ
る
。
ま
た
、
小
説
と
料
理
の
共
通
点

は「
ど
う
し
た
ら
面お

も
し
ろ白

い
も
の
が
で
き
る
か
考
え
る
こ

と
」で
あ
り
、「
小
説
を
書
き
始
め
て
か
ら
、
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
た
こ
と
で
情
報
が
集
ま
っ
て
き
て
両
方
に

い
い
影
響
が
出
て
い
る
」と
塚
田
さ
ん
は
実
感
し
て
い

る
。今

回
受
賞
し
た
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
部
門
は
、
原
稿

用
紙
15
枚
で
表
現
す
る
も
の
。「
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

さ
ん
の
ド
ラ
え
も
ん
か
ら
、
短
い
文
章
の
中
で
起
承
転

結
を
表
現
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
」と
漫
画
好
き
な
一
面

も
明
か
す
。
今
後
は「
小
説
の
執
筆
は
続
け
て
い
き
、

将
来
は
本
を
出
し
た
い
」と
語
る
。

小
説
家
と
料
理
人
。
一
見
関
係
が
な
い
と
思
え
る
こ

と
も「
読
む
方
」と「
食
べ
る
方
」の
こ
と
を
考
え
て
創

作
す
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
今
後
も
千
曲
市
の
二

刀
流
は
多
く
の
人
を
魅
了
し
続
け
る
。

チクマ
ビト
ＮＯ．33

柏屋七代目当主　塚田 浩司さん（屋代・34歳）

小説も料理も「面白い」がテーマ！


